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2016年 4月 25日 センター運営会議
2016年 5月 30日 センター運営会議
2016年 6月 24日 部局評価総長ヒアリング
2016年 6月 27日 センター運営会議
2016年 7月 25日 センター運営会議
2016年 9月 30日 センター運営会議
2016年 10月 31日 センター運営会議
2016年 11月 25日 第 8回学生研究交流会






2016年 12月 26日 センター運営会議





2017年 2月 27日 センター運営会議
2017年 3月 21日 センター 2016年度研究成果報告会





























































① 2016 年 12 月 3-4 日に東北大学で当該問題に関わる国際シンポジウムを総合地球環境学研究所と合












　2016 年 9 月に地球温暖化による永久凍土の影響と地域社会への影響に関わる文理融合の国際共同
フィールドワークを実施した。こうした活動の結果、永久凍土の文理融合研究という新しい研究領域を
開きつつある。その成果は国際的に発信されており、Ｓｃｏｐｕｓ収録論文となったほか、国際出版社


















・2016 年 6月 13-17 日にシカゴ大学歴史学部・東アジア研究所と共同で、近世日本の歴史資料分析をテー
マに「くずし字ワークショップ」を開催した。これは、同大学およびアメリカ在住の研究者・大学院生




























①国際シンポジウム・北東アジアの環境：文化的認識と政策的関与（2016 ／ 12 ／ 3-4）














































・センター外研究者の 26名（うち学内他部局 6名、学外 20名）が参加した。公開型の研究会は 22回（う
ち 5回は国際集会）であり、１共同研究あたり平均 3分野が関わる学際的研究分野の 148 人の部局外・
学外研究者が出席した。学内連携としては 10の部局と協力し、海外研究者の参加は 10名、公開型研究
会へ参加した院生／学生は 63人となった。その研究成果及び進捗状況は、3月 21 日に成果報告会（21
件発表）で報告された。共同研究に関わる 2016 年度学会発表は 31件、論文数は 18編、学術図書 5冊
となった。
・公募型の共同研究は、センター教員が主導できない領域をいわば取り込むものであり、18の学外の研



















































































































































  （類型A：中村衛 琉球大学）
「モンゴルの都市居住における住まいと近隣の空間構造」
  （類型A：滝口良 北海道大学）
「聖書翻訳とアジアのキリスト教文化」
  （類型 C：荒井幸康 北海道大学）
「石材利用戦略と文化交流の解明による東北アジア「石」文化形成史の復元」





























































































わるようなテーマで議論を行ってきた。これは、平成 14 年度から 18 年度にわたり実施した共同研
究「東北アジア世界の形成と地域構造」（研究代表山田勝芳教授）の枠で企画した一連のシンポジウ
ムを引き継いだものである。この共同研究では、以下のシンポジウムを開催している。
　● 平成 13 年度「東北アジア地域論の可能性：歴史学・言語学・人類学・政治経済学の視座」
　● 平成 14 年度「東北アジアにおける民族と政治」
　● 平成 15 年度「『中国研究』の可能性と課題」 
　● 平成 16 年度「開国以前の日露関係」
　● 平成 17 年度「地域協力から見えてくる地球温暖化」
　● 平成 18 年度「内なる他者＝周辺民族の自己認識のなかの『中国』―モンゴルと華南の視座から」
　共同研究終了後の平成 19 年度には、有志により「帝国の貿易 ̶ 18 ～ 19 世紀ユーラシアの流通
とキャフタ」シンポジウムが開催された。平成 20 年度以降、新たに設置された公開講演会・シンポ
ジウム企画委員会がシンポジウム企画業務を継承し、以下のシンポジウムを開催している。
　● 平成 20 年度「ノマド化する宗教　浮遊する共同性　現代東北アジアにおける『救い』の位相」
　● 平成 21 年度「歴史の再定義　旧ソ連圏アジア諸国における歴史認識と学術・教育」 
　● 平成 22 年度「歴史遺産を未来へ」
　● 平成 23 年度「聖典とチベット　仏のことばを求めて」
　● 平成 24 年度「民俗芸能と祭礼からみた地域復興 ― 東日本大震災にともなう被災した無形の民
族文化財調査から」
　● 平成 25 年度「ヴェールの向こう側から ―北朝鮮民衆の文化人類学的分析」
　● 平成 26 年度「東アジアの世界遺産と文化資源」
　● 平成 27 年度「共生の東北アジア：中蒙・中露辺境を事例として」






















がかりにして』（2016 年、帯広畜産大学）を報告し、国際学術誌Current Anthropology 誌に掲載さ
れた論文「Animal Autonomy and Intermittent Coexistences」への招待コメントとして公表している。
また、塩谷助教は、商業史研究者 30人が協力して刊行する論文集玉木俊明編著『商業と異文化の接触』

















デミーシベリア支部ソボレフ地質学鉱物学研究所のウラジミール・マリコベッツ博士を 2016 年 11






　岡教授は、ユネスコ、モンゴル大統領府主催の国際シンポジウム「RockArt: History, Memory 
－ 18 －
and Dialogue」、および第 11 回国際モンゴル学者会議に招待講演を行った。国際シンポジウム
「Mongols and Inner Asia in the 17th Century」では議長を務め、研究報告を行い、ウラジオスト
クで開催された国際アジア研究所主催国際セミナー「Around the Changbai mountains: A seminar 
on the narratives of the ethnic groups in Northeast Asia」および、KREDDHA主催の国際セミナー























変遷して行くことが明らかになった（Ann. Limnol. Int. J. Lim, 2016）。また、モツゴやタモロコは

















これらの成果は国際誌 Evolution, and Systematics に発表された。









を明らかにした。これについては報道発表も行われた（Machida, Kogiso, Hirano, 2017, Nature 
Communications）。さらに、プチスポットマグマ活動により、沈み込む手前の太平洋プレートが組
成改変を引き起こしていること（Pilet et al., 2016, Nature Geoscience）や、北西太平洋海底の鉄マ
ンガン酸化物の分布や組成、それに関連するプチスポット火山の分布（Hirano et al., 2016, Marine 
















第 21 回高級事務レベル会合 Senior Offi  cials Meeting2017 年 3 月 1617 日、韓国・ソウルに提出さ
れた「附属書Ⅳ技術ペーパー 2科学と政策の架け橋としての北東アジア環境協力プログラム東アジア
における越境大気汚染問題Annex IV. Technical paper 2- NEASPEC as a Bridge between Science 






cneas.tohoku.ac.jp/public/) を現在公開しているが、2016 年度の登録利用者数は 2,520 名を越え、


















地中レーダー装置ALIS を 2 台、カンボジア地雷除去センター (CMAC) に貸与した。本活動は、在カ
















部学生）のうち本センターを研究拠点とする者は、平成 28 年度は 53 名おり、文系の学生に関して
は合同棟内の 3室を合同研究室として提供しているほか、理系の学生は各教員の実験室・学生室を利












2016 年 11 月 25 日に毎年恒例の東北大学東北アジア研究センター学生研究交流会が開催された。今
回は第 8回目に当たり、川内北キャンパス講義 B棟 102 において口頭発表 7件、川北合同研究棟 4











職名 氏名 担当開始日 研究科名 専攻名 講座名
教授 寺山恭輔 H12.4.1 文学研究科 歴史科学 比較文化史学
教授 辻森　樹 H27.9.1 理学研究科 地学 　　　―
准教授 平野直人 H21.6.1 理学研究科 地学 　　　―
助教 後藤章夫 H11.8.1 理学研究科 地学 　　　―
助教 宮本　毅 H12.4.1 理学研究科 地学 　　　―
教授 工藤純一 H8.4.1 情報科学研究科 情報基礎科学 広域情報処理論
教授 千葉　聡 H25.4.1 生命科学研究科 生態システム
生命科学
地域生態学
准教授 鹿野秀一 H13.4.1 生命科学研究科 生態システム
生命科学
地域生態学
教授 佐藤源之 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 地殻環境システム
創成学
教授 高倉浩樹 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
教授 瀬川昌久 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
准教授 上野稔弘 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
教授 明日香壽川 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
准教授 石井　敦 H17.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
教授 栗林　均 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域文化論
教授 岡　洋樹 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域文化論




































































教　授 2013.4- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
教　授 2013.4- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌
助　教 1999.2- 塩谷　昌史 ロシア経済史、ロシアとアジアとの経済関係
モンゴル・
中央アジア研究
教　授 1999.10- 栗林　　均 言語学・音声学、モンゴル語学
教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究
准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
助　教 1997.5- 宮本　　毅 火山岩岩石学、火山地質学
地域生態系
研究
教　授 2013.4- 千葉　　聡 生態学、保全生物学、進化生物学
准教授 1997.4- 鹿野　秀一 微生物生態学、システム生態学
地球化学研究
教　授 2015.9- 辻森　　樹 地質学、変成岩岩石学
准教授 2013.4- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学




研究 教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境科学
研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 
助　教 2016.4- 鄒　立龍 計測工学









部門 分　　野 職位／在職期間 氏　　名 専　　門　　領　　域
??????学術交流
教　授 外国人研究員（客員教授） →　別表参照







総務担当副センター長 千葉　　聡 研究推進事業の企画 ･立案、国内外の研究者
との研究連携支援助　教 金　　賢貞




准教授 2012.4- 荒武賢一朗 日本近世・近代史
助　教 2012.4- 高橋　陽一 日本史、近世旅行史
助　教 2013.10- 友田　昌宏 日本近代政治史
B　現職専任教員等の年齢、勤続年数、博士号取得状況
区　　　　　　　　　分 教　　授 准 教 授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2017 年 3月 31 日現在） 56.6 歳 50.3 歳 42.3 歳歳
教員の平均勤続年数　（　　　　　〃　　　　） 11年 2ヶ月 12年 11 ヶ月 10 年 7ヶ月




D　研究支援組織の整備・機能状況（2016 年 3月 31 日現在）
　　 所　　属 職　　名 氏　　名
事　務　室
国 際 文 化 研
究 科 事 務 長 山木　幸一
専 門 員 高谷　敏晶
主 任 清水　俊和
主 任 髙橋　千秋
事 務 補 佐 員 前川　順子
事 務 補 佐 員 及川　二美
事 務 補 佐 員 横山　尚子
図　書　室
事 務 補 佐 員 佐々木理都子
事 務 補 佐 員 海口　織江
コラボレーション
・オフィス
事 務 補 佐 員 畠山　瑞
事 務 補 佐 員 熊谷　香
E　教育研究支援者受け入れ状況
氏　名 期　間 受入プロジェクトユニット名 受入教員












敖 特根／ 2012.2.1 ～ 2012.5.31
 ：中国　西北民族大学・教授
Sereenen JARGALAN／ 2012.2.1 ～ 2012.4.30
 ：モンゴル　モンゴル科学技術大学・教授
Gavrilyeva Tuyara/2012.5.1 ～ 2012.8.31
 : ロシア　サハ共和国北方地域経済研究所・主任研究員
烏力吉巴雅爾／ 2012.6.1 ～ 2012.8.31
 : 中国　中央民族大学・教授
－ 29 －
Koch Magaly ／ 2012.9.1 ～ 2012.11.30
 : アメリカ　ボストン大学リモートセンシングセンター・研究准教授
陳　正宏 /2012.10.1 ～ 2012.11.30
 : 中国　復旦大学・古籍整理研究所・教授
Borisov　Andrian ／ 2012.12.1 ～ 2013.3.31
 : ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・人文学北方先住民研究所・上席研究員
Chimitdorzhiev Tumen ／ 2013.1.1 ～ 2013.1.31
 : ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ブリアート科学センター・物理物質研究所副
所長
Laikhansuren Altanzaya ／ 2013.4.1 ～ 2013.7.31
 ：モンゴル　モンゴル国立教育大学・歴史・社会科学部・教授
潘　建国／ 2013.9.1 ～ 2013.11.30
 ：中国　北京市北京大学・中文系・教授
巴雅爾／ 2013.9.2 ～ 2013.12.31
 ：中国　内蒙古師範大学・旅游学院・教授
Ligthart Leonardus Petrus ／ 2014.2.1 ～ 2014.3.14
 ：オランダ　デルフト工科大学・名誉教授






Chernolutckaia Elena/2014.9.1 ～ 2014.11.30
 ：ロシア　ロシア科学アカデミー極東支部・歴史・考古学・極東諸民族人類学研  
　究所・主任上級研究員
巴達瑪敖徳斯爾 /2014.10.1 ～ 2015.1.31
 ：中国　内蒙古大学・教授
Kondrashin Viktor/2015.1.20 ～ 2015.4.19
 ：ロシア　ベリンスキー名称国立ペンザ教育大学ロシア史・歴史教授法学科長・教授
Chen Zhining/2015.3.13 ～ 2015.4.23
 ：シンガポール　シンガポール国立大学・教授
Fondahl Gail Andrea/2015.4.6 ～ 2015.6.30
：カナダ　ノーザン・ブリティッシュ・コロンビア大学・副学長・教授
Dilek Yildirim/2015.5.28 ～ 2015.8.21
：アメリカ　国際地質科学連合会副会長・マイアミ大学・教授
－ 30 －
Delaney Alyne Elizabeth/2015.10.1 ～ 2016.1.31
：デンマーク　アールボルグ大学・准教授
葉　爾達 /2015.10.1 ～ 2016.1.31
：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Abera Deraje Ayalew/2016.2.4 ～ 2016.3.26
：エチオピア　アジスアベバ大学・教授
胡格吉夫 /2016.3.1 ～ 2016.4.30
：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Vladimir Malkovets/2016.11.1 ～ 2017/1.14
：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ソボレフ地質学鉱物学研究所・上級研究員
Tsevel Shagdarsuren/2016.11.1 ～ 2017.1.31
：モンゴル　ウランバートル国際大学・教授・モンゴル学研究所長
Giovanni Nico/2017.1.16 ～ 2017.3.31
：イタリア　国立研究機構 (CNR) 応用数学研究所・研究員
Sergei Andreevich Papkov/2017.2.1 ～ 2017.3.31
：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・歴史研究所・上席研究員


































　客員研究員　※太字は 2017 年 3月 31 日現在受入中 
氏　名 期　間 研　究　課　題
劉　　四新 2007.7.5 － 2007.10.1 ボアホールレーダの数値計算並びに実験
キム　ヂョンホ 2007.7.25 － 2007.8.25
近世韓日の科学技術史と科学技術政策の政
治思想的特性に関する比較研究












王　三　慶 2009.5.27 － 2009.8.26 日本の漢文小説研究
ハタンバーナル
ナツァグ　ドルジ
2009.6.10 － 2009.8.29 エルデニ・ゾー寺院の歴史
ダリチャポフ　ブラット 2009.9.18 － 2009.12.31 日本企業のシベリアへの投資に関する研究
カジ　エ　カレポマ 2009.11.1 － 2011.3.31 人工衛星の画像処理とデータベース構築
恩　和 2010.6.1 － 2010.6.30 福沢諭吉にみる民族主義思想の形成
チョローン　ダシダワー 2011.8.23 － 2012.6.30
モンゴルにおける日本人抑留兵（1945-1947
年）
シャルグラノワ　オリガ 2012.3.15 － 2013.3.14
東北アジアにおけるモンゴル系移民の民族
的統合の構築：民族社会学と宗教の諸要素
Chen　Jie 2012.11.16 － 2013.1.14 環境リモートセンシング
Kazi A Kalpoma 2013.8.1-2013.12.31 衛星画像の可視化処理
Yu Quan 2013.10.1 － 2014.10.31 中世モンゴル語の研究
Webster　Sophie 2015.3.28 － 2015.5.27 東アジアの陸生貝類の生物地理学研究























井上　岳彦 2016.4.1 － 2019.3.31 岡　　洋樹　教授 PD
大石　侑香 2016.4.1 － 2019.3.31 高倉　浩樹　教授 DC2
長谷川雄之 2015.4.1 － 2017.3.31 寺山　恭輔　教授 DC2
矢口　啓朗 2015.4.1 － 2017.3.31 寺山　恭輔　教授 DC2
齋藤　　匠 2016.4.1 － 2018.3.31 千葉　　聡　教授 DC2














































ロシア交流推進室員 センター長 25.4.1 ～ （室員）
工藤純一 21.12.1 ～ （室員）
高倉浩樹 21.12.1 ～ （室員）
塩谷昌史 21.12.1 ～ （室員）
柳田賢二 26.3.1 ～













片平まつり実行委員会 上野稔弘 27.4.1 ～29.3.31
5 研究所と東北アジアの
開催
コラボレーション ･オフィス運営委員会 上野稔弘 27.4.1 ～29.3.31 人文社会系諸部局
情報シナジー機構情報システム利用連絡会議
　（部局実施責任者） 栗林　均 24.4.1 ～





附属図書館商議会 瀬川昌久 28.4.1 ～30.3.31
貴重図書等委員会 栗林　均 27.4.1 ～29.3.31
東北大学出版会評議員会 センター長 27.4.1 ～29.3.31




























































川北合同研究棟管理委員会 岡　洋樹 任期なし センター長




安全保障輸出管理担当者 清水俊和 27.7.1 ～
産学連携推進会議 高倉浩樹 25.4.1 ～
副センター長
（研究戦略担当）



















































































































































区　　　　分 2012 2013 2014 2015 2016










科 学 研 究 費 補 助 金 68 64 40 46 38
科学研究費補助金以外の政府資金 0 0 0 0 0
民 間 等 と の 共 同 研 究 0 0 0 0 0
受 託 研 究 51 64 39 100 46
受 託 事 業 3 4 1 3 9
寄 附 金 45 40 33 32 32
学 術 指 導 0 0 0 0 0
総　　　　計 631 671 520 693 541
総計に占める競争的資金の割合 26％ 26％ 22％ 26％ 23%
※ 競争的資金の各区分ごとの 100 万円未満の額は 50 万円以上切り上げ、50 万円未満切り捨て。このことにより他
の集計結果と合致しない場合がある。






























2016 年2015 年2014 年2013 年2012 年
B　歳出決算額（国立学校特別会計／大学運営資金・寄付金） （単位：百万円）
　　 区　　　分 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度
人件費 運営費交付金 236 250 258 253 231
物件費
運営費交付金 144 151 84 138 103
その他 84 98 65 121 82






2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 計














































































































































































































2.18 1.80 1.86 2.04 2.04 2.03
　＜一人当たりの獲得額（採択金額／教員数）＞（単位：百万円）
2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 平均
3.09 2.54 1.86 2.00 1.63 2.22
　＜科研費採択率実績（2012 年度～ 2016 年度）＞











　　 区　　分 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年
民間等との共同研究
件数 0 3 3 3 3
金額 0 0 0 0 495
受 託 研 究
件数 6 5 5 7 5
金額 50,372 63,367 38,616 99,951 45,845
受 託 事 業
件数 1 3 1 1 2
金額 2,480 3,454 54 2,232 9,484
寄 附 金
件数 4 4 4 3 3
金額 44,280 39,810 33,420 32,100 31,850
学 術 指 導
件数 0 0 0 0 0
金額 0 0 0 0 0
計
件数 11 15 13 14 13




2011 年度 2012 年度 2013 年度
金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先




受 託 研 究







6,744 金沢大学 6,070 金沢大学 13,750 独立行政法人情報通信研究機構
3,215 福島大学 14,960 独立行政法人情報通信研究機構 34,210
独立行政法人情報通信
研究機構
6,500 科学技術振興機構 22,473 独立行政法人情報通信研究機構
2,940 独立行政法人土木研究所
















4,990 三井物産株式会社 100 財団法人東北開発記念財団
15,130 公益財団法人東レ科学振興会 270 公益法人トヨタ財団
160 公益財団法人日本科学協会
学 術 指 導
区分
2014 年度 2015 年度 2016 年度
金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共 同 研 究 495 株式会社蒜山地質年代学研究所
















243 蔵王町長 226 国立研究開発法人科学技術振興機構 4,200
国立大学法人北海道大
学
479 独立行政法人科学技術振興機構 2,300 国立大学法人北海道大学 6,264 国立研究開発法人森林総合研究所
440 国立研究開発法人科学技術振興機構
受 託 事 業



















学 術 指 導
－ 44 －
　＜科研費以外の外部資金一覧（2016 年度）＞ （金額単位：円）
名　称　・　題　目 研究者 相手方・委託者・寄附者 金　額
民間等との共同研究

















































































　　 区　　分 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度
補助金間接
経　費
件　数 27 26 27 26
金　額
（百万円）


















































































































































































16 若手 B 山口　睦70547702
2014-







Detection of Buried Objects by Synthetic 
Aperture Radar Imaging for Improved 
Disaster Response(15K18075)
1,000 300














































































































































































1992 年～ 1995 年 サンクトペテルブルグ大学歴史学部　研究員
1995 年～ 1996 年 九州大学大学院比較社会文化研究科　助手
1996 年～ 2007 年 東北大学東北アジア研究センター　助教授
1999 年～ 1999 年 英国バーミンガム大学ロシア東欧研究センター　客員研究員




2000 年～ 2010 年 18 ～ 19 世紀の日本人漂流民と日露関係
2002 年～ 2004 年 ロシアにおける中国学、モンゴル学の歩みと史料収集




2011 年～ 2015 年 スターリンと新疆 : 1931-1949 年





















学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
学務審議会 2015 年 4月～ 2017 年 3月
学位授与数（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
博士１






科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
( 挑戦的 ) 萌芽研究 2015 年 4月～ 2018 年 3月 [ 戦間期ソ連社会の軍事化に関する基礎的研究 ]
著書（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1　スターリンとモンゴル　1931-1946(600 頁 ). [ みすず書房 , (2017)3 月 ]
　　寺山恭輔
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1　1930 年代を中心とするソ連の対モンゴル、新疆政策の類似点と相違点 . [ 麻田雅文編『ソ連
　と東アジアの国際政治 1919-1941』, (2017), 165-196]（査読無）
　　寺山恭輔
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
『20 世紀ロシア・中国史再考研究』プロジェクトユニットの研究成果の一つとして、2017 年 3
























　2017 年 2－ 3月の二か月間、ロシア科学アカデミーシベリア支部ロシア史研究所のパプコフ教
授をお招きし、スターリン体制の研究動向について有益な意見交換を行うとともに、今後の共同研

















1997 年～ 1998 年 日本学術振興会　特別研究員（DC2）
1998 年～ 2000 年 東京都立大学人文学部　助手
2000 年～ 2012 年 東北大学東北アジア研究センター　助教授／准教授
2002 年～現在 東北大学文学部　非常勤講師
2002 年～ 2003 年 東北大学大学院文学研究科　非常勤講師
2003 年～ 2012 年 東北大学大学院環境科学研究科（協力講座）　助教授／准教授
2003 年～ 2004 年 ケンブリッジ大学スコット極地研究所　客員研究員
2004 年～ 2008 年 国立民族学博物館先端人類科学研究部　客員助教授／客員准教授
2004 年～ 2006 年 国立民族学博物館先端人類科学研究部　客員助教授
2006 年～ 2008 年 国立民族学博物館　特別客員教員（助教授／准教授）
2009 年～現在 北海道立北方民族博物館　研究協力員




2003 年～ 2006 年 ロシア民族学史と民族誌知識人：ネイティブ人類学概念をめぐって
2006 年～ 2008 年 シベリア先住民のマイノリティ  ビジネスと社会経済分析
2007 年～ 2010 年 シベリア先住民の歴史認識と文化的アイデンティティの位相
2007 年～ 2013 年 地球気候変動と北極圏大河川流域住民の生態適応
2008 年～現在 民族誌映像の展示実践と地域社会との連携








北極環境研究コンソーシアム　第三期運営委員 2015 年～ 2017 年











生業 , 気候変動 , 災害 , 映像人類学 , シベリア , 北極圏 , 北日本
報道（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
・インタビュー「文化の多様性を守りながら生きる極北の先住民から学ぶべきこと」
 （出演 _ 執筆　雑誌　土木学会誌 101-9）2016 年 9月
・Iaponiia uchuonaidara churapchyga kelliler（出演、執筆　新聞　Santa Olokh） 2016 年 9月
・夢のトナカイ宅配ビザ断念（資料提供　新聞　東京新聞） 2016 年 12 月
学外の社会活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
・「SSH 総合の時間（JST)」に基づく研究訪問受け入れ（小中高との連携） 2016 年 4月
・トナカイ遊牧民への旅、毛皮民具のてざわりとともに（公開講座） 2016 年 12 月
外部機関における活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
・Verlag der Kulturstiftung Sibirien | SEC Publications Member of Editorial Board of Studies in Social and 
Cultural Anthropology 2011 年 4月～現在
・大同生命地域研究賞選考委員会大同生命地域研究賞推薦委員　2013 年 4月～現在
・北海道大学スラブユーラシア研究センター共同利用 共同研究拠点運営委員会委員
2014 年 4月～ 2018 年 3月
・Северо-Восточный гуманитарный вестник (ИГИ и ПМНС, СО РАН) Foreign member
2014 年 4月～現在
・日本学術会議第 23-24 期連携会員（地域研究） 2014 年 10 月－ 2020 年 9月
・International Arctic Science Committee 国際北極科学委員会社会人間作業部会　副議長（日本委員）
2015 年 4月～現在
・Polar Science Editorial Board 客員編集委員 2015 年 8月～ 2016 年 7月
・Редакционная коллегия выпуска "Востоко ведение" 編集委員
2015 年 10 月～現在
－ 55 －
ロシア・シベリア研究分野
行政機関・企業・ＮＰＯ等参加（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
・文科省（国）　科学技術 _ 学術審議会海洋開発分科会　専門委員（北極研究戦略委員会）
　2015 年 4月～ 2017 年 2月
・宮城県岩沼市（地方公共団体）　岩沼市編集専門部会（震災部会）　調査執筆員
　2016 年 9月～ 2018 年 3月
学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
・文科省（国）　科学技術 _ 学術審議会海洋開発分科会　専門委員（北極研究戦略委員会）
　2015 年 4月～ 2017 年 2月
・宮城県岩沼市（地方公共団体）　岩沼市編集専門部会（震災部会）　調査執筆員
　2016 年 9月～ 2018 年 3月






地域環境 _ 社会システム学セミナー 2003 年～現在
地域環境 _ 社会システム学修士研修 2003 年～現在
博士インターンシップ研修 2003 年～現在
地域環境 _ 社会システム学研修 2003 年～現在




Advanced Environment Studies 2014 年～現在
( 他大学 )
文化人類学（東北学院大学） 2012 年～現在
国際会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
・Co-design project of the environment education in/for the Siberian indigenous communities [The Future of
the Arctic: Science and Governance (The 22th International Symposium on Polar Sciences):]
(2016 年 5月 11 日 , 韓国 , Incheon) シンポジウム、ワークショップ、パネル（公募）
・The maintenance of cultural tradition and memories in the communities affected by the Fukushima Daiichi
explosions [SEAA Conference: East Asia and Tomorrow’s Anthropology]
(2016 年 6月 19 日～ 2016 年 6月 22 日 , 中国 , Hong Kong) シンポジウム　ワークショップ　
パネル（指名）
・An Anthropological Encounter of a Japanese Castaway in the 18th Century Siberia [Around the Changbai
mountains: A seminar on the narratives of the ethnic groups in Northeast Asia]




・Why intangible cultural heritage is necessary in disaster recovery policy for the sufferers of Fukushima
Nuclear Accident? [Natural disaster, Religion, Humantarian concerns]
(2016 年 11 月 22 日 , 中国 , 成都 ) 口頭（基調）
国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
・2000 年代以降のシベリア先住民と環境資源問題 [ 日本シベリア学会第二回研究大会 ]
(2016 年 11 月 19 日～ 2016 年 11 月 20 日 , 千葉 ) 口頭（一般）
・映像民族誌による「異文化」展示：市民ベースの文化交流にむけて [ 日本学術会議人類学分科会
公開シンポジウム　高等学校新科目「公共」にむけて　文化人類学からの提案 ]
(2016 年 12 月 18 日 , 東京 ) シンポジウム　ワークショップ　パネル（指名）
・神楽お面の仮奉納と慰霊ー東日本大震災五年目の宮城県山元町の天神社 [ 第 39 回　日本映像民
俗学の会 ]　(2017 年 3月 25 日～ 2017 年 3月 26 日 , 松本 ) 口頭（一般）
・東シベリアにおける永久凍土の融解に関する地域住民の認識 [ 日本地理学会 2017 年春季学術大
会 ]　(2017 年 3月 28 日～ 2017 年 3月 30 日 , 筑波 ) ポスター（一般）
作品（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
民族誌映像　4 年に一度の獅子舞がつなぐもの：2015 年夏の福島県いわき市四倉町下仁井田
（芸術活動）2016 年
著書（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) 旧陸奥中村藩山中郷基本資料 . [ 東北大学東北アジア研究センター , (2016)12 月 ]
岩本由輝，多田宏，佐藤大介，泉田邦彦，高倉浩樹（編）
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) Lessons from anthropological projects related to the Great East Japan Earthquake and Tsunami: Intangible
Cultural Heritage Survey and Disaster Salvage Anthropology. [John Gledhill (Ed.) World anthropologies in 
Practice: Situated Perspectives, Global Knowledge. ASA monograph 52. London: Bloomsbury, (2016),
211-224] （査読有）
Hiroki Takakura
2) Limits of pastoral adaptation to permafrost regions caused by climate change among the Sakha People in




手がかりにして』2015 年 5 月 16 ～ 17 日公開シンポジウム事務局 , (2016)]（査読無）
高倉浩樹
総説・解説記事（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) Comment (Animal autonomy and intermittent coexistences: North Asian modes of herding). [Current




















































1999 年～ 2006 年 東北大学助手
2007 年～現在 東北大学助教
所属学会










外部機関における活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
地域研究コンソーシアム運営委員 2010 年 4月～現在
地域研究コンソーシアム運営委員長 2016 年 4月～ 2018 年 3月
学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
ロシア交流推進室室員 2011 年 12 月～現在
担当授業科目（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
( 全学教育 )
基礎ゼミ：ロシア研究入門 2016 年
展開ゼミ：国際関係の中のロシア 2016 年～ 2017 年
－ 59 －
ロシア・シベリア研究分野
国際会議主催・運営（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
The 4th Social Science and Humanities Forum Between Japan and Russia
(2016 年 10 月 7日 , ロシア , モスクワ ) ［主催］フォーラム全体のコーディネーター
その他研究活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
書評：斯波照雄・玉木俊明編『北海・ バルト海の商業世界』（書評） 2016 年
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
　玉木俊明編著『商業と異文化の接触』が 2017 年 6 月に吉田書店から刊行される。これは、
商業史研究者 30人が協力して刊行する論文集である。この中の第 26章「19世紀前半における


























































1982 年～ 1983 年 一橋大学助手
1984 年～ 1987 年 日本学術振興会奨励研究員
1990 年～ 1993 年 日本大学講師
1993 年～ 1999 年 日本大学助教授











科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）















1990 年～ 1992 年 早稲田大学文学部　助手
1992 年～ 1993 年 群馬大学教育学部　非常勤講師
1992 年～ 1996 年 早稲田大学第二文学部　非常勤講師
1993 年～ 1996 年 日本学術振興会　特別研究員（PD）
1996 年～ 1996 年 日本国外務省研修所　講師
1996 年～ 1996 年 日本大学法学部　非常勤講師
1996 年～ 1996 年 東京外国語大学　非常勤講師
1996 年～ 2006 年 東北大学東北アジア研究センター　助教授
1997 年～現在 東北大学大学院国際文化研究科　助教授
2000 年～ 2001 年 東北学院大学文学部　非常勤講師
2005 年～ 2008 年 尚絅学院大学総合人間科学部　非常勤講師
2006 年～現在 東北大学東北アジア研究センター　教授
研究経歴
1997 年～ 1999 年  「比丁冊」をつうじて見た清代モンゴルの盟旗制度の実態に関する研究
1997 年～ 2000 年 モンゴルにおける交易拠点の研究
1997 年～ 2000 年 モンゴルにおける関帝信仰の研究
1999 年～ 2001 年 清代公文書史料による内モンゴル旗社会の研究
2001 年～ 2002 年 戦間期モンゴルの政治・社会システムの研究
2002 年～現在 モンゴルにおける環境変動と遊牧社会の研究
2007 年～ 2009 年 モンゴルにおける歴史記述に関する研究





















学外の社会活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
内蒙古大学蒙古学研究中心 ”国外著名専家 ”系列学術講座（講演会 _ セミナー） 2016 年 11 月
学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
東北アジア研究センター長 2013 年 4月～ 2017 年 3月
教育研究評議会評議員 2013 年 4月～ 2017 年 3月
研究所長会議 2013 年 4月～ 2017 年 3月
東北大学出版会評議員 2013 年 4月～ 2017 年 3月
川内キャンパス環境整備協議会委員 2013 年 4月～ 2017 年 3月
川内北キャンパス協議会委員 2013 年 4月～ 2017 年 3月
川北合同研究棟管理委員会委員 2013 年 4月～ 2017 年 3月
「東北大学サイエンスカフェ」WG 委員 2013 年 4月～ 2017 年 3月
エネルギー連携推進委員会委員 2013 年 4月～ 2017 年 3月
文系部局長連絡協議会 2014 年 4月～ 2017 年 3月
担当授業科目（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
( 学部教育 )
モンゴル語 I 2002 年～現在
モンゴル語 II 2002 年～現在
展開科目 _ 総合科目「東北アジア：文化と環境の多様性」2016 年～現在
( 大学院教育 )
文化環境学博士セミナー 2016 年～現在
国際会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
How can prehistory be the part of history? The treatment of the ancient times in Mongolian
historiography[Rock Art: History, Memory and Dialogue]
(2016 年 5月 30 日～ 2016 年 5月 31 日 , モンゴル , Ulaanbaatar) 口頭（招待・特別）
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モンゴル・中央アジア研究分野
The Accomplice is my Acquaintance: Cross Border Bonds of Mongolians Observed in the Thievery Cases in 
the Eighteenth Century [The 11th International Congress of Mongolists]
(2016 年 8月 15 日～ 2016 年 8月 18 日 , モンゴル , ウランバートル ) 口頭（招待 _ 特別）
Between Ally and Suppressor: The Manchu Rule over the Mongols in Mongolian Historiography.
[Around the Changbai mountains. A seminar on the narratives of the ethnic groups in Northeast Asia.]
(2016 年 9月 26 日～ 2016 年 9月 27 日 , ロシア , ウラジオストク ) 
シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
Migration Policy and the Movement of Peoples in the Russian Far East [There Goes the Neighborhood: 
Increasing Tensions in Cooperative Northeast Asia]
(2016 年 12 月 17 日～ 2016 年 12 月 18 日 , 日本国 , 小倉 ) 
シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
Čenggunab and Sangǰayidorǰi: Qian-long’s way of governing the Mongols.[Seminar "The Nature of Inner- 
and East Asian Polities and Inter-polity Relations in the 18th and 19th Centuries.]
(2017 年 3月 5日～ 2017 年 3月 7日 , 日本国 , 東京 ) 口頭（招待 _ 特別）
国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
モンゴルにおける近代的歴史観形成に関する研究 [ 人間文化研究機構「北東アジア地域研究推進事
業」島根県立大学NEAR センター拠点プロジェクト _ スタートアップ学術会議 ]
(2016 年 6月 18 日～ 2016 年 6月 19 日 , 浜田 ) シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
Чингийн үеийн Гадаад Монгол дахь төрийн тогтолцооны түүхэн ач холбогдол: Чуулганаар сэдэвлэх 
нь.[International Symposium "Mongols and Inner Asia in the 17th Century"]
(2016 年 9月 8日～ 2016 年 9月 9日 , ウランバートル ) シンポジウム・ワークショップ・パネル
（指名）
大清国によるモンゴル統治のモンゴル史的文脈 [ 国際シンポジウム 2016「北東アジア：胚胎期の
諸相」](2016 年 11 月 19 日～ 2016 年 11 月 20 日 , 浜田 ) 口頭（招待・特別）
国際会議主催・運営（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
International Symposium. Environment of Northeast Asia: Cultural Perception and Policy Engagement.
(2016 年 12 月 3日～ 2016 年 12 月 4日 , 日本国 , 仙台 ) ［主催］シンポジウム主催者代表
九州の未来を考える国際シンポジウム in 北九州「流動する北東アジア～紛争か、協力か～」
(2016 年 12 月 17 日～ 2016 年 12 月 18 日 , 日本国 , 小倉 ) ［主催］セッションオーガナイザー、
コメンテータ、司会
The Russia Japan Workshop 2017: Asian Studies at NSU and TU II.
(2017 年 2月 10 日 , 日本国 , 仙台 ) ［主催］ワークショップ主催、コーディネイト、司会
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
基盤研究 (B) 2015 年 4月～ 2019 年 3月
[ 東北アジア辺境地域多民族共生コミュニティ形成の論理：中露・蒙中辺境に着目して ]
著書（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1 Эвроазийн нүүдлийн аж ахуй: Түүх, Соёл, Хүрээлэх орчин（執筆担当部分）15-25 頁 .
　　 [東北大学東北アジア研究センター , (2016)12 月 ]
Сампилдондов Чулуун, Хурц, Андриан Борисов, Ока Хироки
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研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1 Чингийн үеийн Монгол дахь хилийн түүхэн бодит байдлыг дахин шинжих нь. Монголын зүүн 
орны "Утсан хэрмийн" дагуух нутгаар жишээлэх нь. [Эвроазийн Нүүдлийн аж ахуй: Түүх, Соёл, 




月にユネスコ、モンゴル大統領府主催の国際シンポジウム「RockArt: History, Memory and 
Dialogue」、8月に第 11回国際モンゴル学者会議に招待され、研究報告を行った。9月に本センター
がモンゴル科学アカデミー歴史研究所、中国内蒙古大学旅游学院、ロシア科学アカデミーシベリア
支部人文学北方民族研究所と国際シンポジウム「Mongols and Inner Asia in the 17th Century」
を共催し、議長を務め、研究報告を行った。ロシアでは 9月にウラジオストクで開催された国際
アジア研究所主催国際セミナー「Around the Changbai mountains: A seminar on the narratives 




ウム「There Goes the Neighborhood: Increasing Tensions in Cooperative Northeast Asia」で
セッションを担当し、司会・コメンテータを務めた。また 3月には、KREDDHA主催の国際セミ
ナー「The Nature of Inner- and East Asian Polities and Inter-polity Relations in the 18th and 
19th Centuries」で研究報告を行った。また 1914 年にウラーンバートルで開催した国際シンポジ
ウム「ユーラシアの遊牧：歴史・文化・環境」の報告論文集を編集し、東北アジア研究センター報



















1989 年～ 1992 年 東海大学文学部非常勤講師
1990 年～ 1992 年 静岡大学教養部非常勤講師
1992 年～ 1993 年 東北大学教養部講師
1993 年～ 1995 年 東北大学言語文化部講師
1995 年～ 1997 年 東北大学言語文化部助教授
1997 年～ 2007 年 東北大学東北アジア研究センター助教授
2007 年～現在 東北大学東北アジア研究センター准教授（注：法改正による職名変更）
研究経歴
2001 年～ 2002 年  科研費（基盤研究C⑵）「旧ソ連高麗人の民族文化の継承と変遷に関する研
究」研究代表者
2005 年～ 2006 年  科研費（基盤研究C）「現代中央アジア少数民族における言語接触に関する
研究」研究代表者
2007 年～ 2009 年  科研費補助金（基盤研究C）「現代中央アジア諸国における民族間共通語と
してのロシア語の地位に関する比較研究」研究代表者

















学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
学務審議会外国語委員会　委員 2004 年 4月～現在
学務審議会外国語委員会　ロシア語教科部会長 2004 年 4月～現在
ロシア交流推進室員 2014 年 3月～ 現在
国際交流委員 2014 年 3月～ 現在
教務委員 2014 年 4月～ 現在
男女共同参画委員 2015 年 4月～ 2017 年 3月
国際文化研究科等事業場安全衛生委員 2015 年 11 月～ 2017 年 3月
広報情報委員（センターニューズレター担当） 2016 年 4月～ 2017 年 3月
担当授業科目（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
（全学教育）
基礎ロシア語Ⅰ 2016 年～ 2016 年
展開ロシア語Ⅰ 2016 年～ 2016 年
展開ロシア語 III 2016 年～ 2016 年
基礎ロシア語 II 2016 年～ 2017 年
展開ロシア語 II 2016 年～ 2017 年
展開ロシア語 IV 2016 年～ 2017 年
（大学院教育）
地域環境 _ 社会システム学セミナー 2003 年～ 現在
言語システム論（隔年開講） 2016 年～ 2016 年
国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
言語接触による単一言語話者の母語の変化─中央アジアロシア語の変化の過程と様態 [ 日本ロシア
文学会東北支部研究発表会 ](2016 年 7月 2日 , 盛岡 ) 口頭（一般）
多言語話者のリングァフランカから単一言語話者の母語への影響による言語変化の可能性につい
て̶ウズベキスタンのロシア語単一話者における子音とシンタクスの変化を題材に̶[ 平成 28 年
度̶31 年度科研費補助金（基盤研究 (B)( 海外学術調査 )）「オーラルヒストリーによる旧ソ連ロシ
ア語系住民の口頭言語と対ソ _ 対露認識の研究」　第 1 回研究発表会 ](2017 年 3月 12 日 , 東京 ) 
口頭（一般）
国内会議　主催・運営（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
平成 28 年度～ 31 年度科研費補助金（基盤研究 (B)( 海外学術調査 )）「オーラルヒストリーによる
旧ソ連ロシア語系住民の口頭言語と対ソ _ 対露認識の研究」　第 1 回研究発表会 (2017 年 3月 12
日 ‒- 2017 年 3月 12 日 , 東京 ) ［主催］全体の主宰および基調報告
－ 68 －
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科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
基盤研究 (B) 2016年 4月－ 現在
[オーラルヒストリーによる旧ソ連ロシア語系住民の口頭言語と対ソ_ 対露認識の研究 ]
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
　2016 年 4月には前年 10月に柳田を研究代表者として応募した平成 28-31 年度科研費補助金（基






























　前科研費による 3年間の調査から現科研費による 2016 年 9月の調査までに得られたウズベキス
－ 69 －
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タンでのロシア語単一言語話者の変容に関する知見を、2017 年 3 月 12 日に東京大学文学部で行




















1986 年～ 1989 年 国立民族学博物館助手
1989 年～ 1993 年 東北大学教養部助教授
1993 年～ 1996 年 東北大学文学部助教授
1993 年～ 1996 年 東北大学大学院国際文化研究科助教授
1996 年～現在 東北大学東北アジア研究センター教授
1996 年～ 2003 年 東北大学大学院国際文化研究科教授







日本文化人類学会（日本民族学会より 2004 年 4月に名称変更）
学会活動
















学外の社会活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
京都大学地域研究統合情報センター運営委員（その他） 2007 年 4月～現在
東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所運営委員（その他） 2009 年 4月～現在
担当授業科目（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
（大学院教育）
2014 年　東北アジア地域社会論  環境社会人類学セミナー　2015 年～現在
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
































1987 年～ 1988 年 スイス実験外科医学研究所　研究員
1990 年～ 1992 年  ファルマシア・バイオシステムズ㈱日本支社　企画管理部経営企画課プロ
ジェクトマネージャー
1996 年～ 1997 年 電力中央研究所　経済社会研究所　研究員
1997 年～ 2004 年 東北大学東北アジア研究センター　助教授
2000 年～ 2004 年 東北大学文学研究科　助教授
2002 年～ 2003 年 京都大学経済研究所　客員助教授





















外部機関における活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
Climate Policy 学術誌査読 2000 年 1月～現在
エネルギー・資源学会誌学術誌査読 2000 年 1月～現在
Environmental Economics and Policy Studies 学術誌査読 2003 年 1月～現在
行政機関・企業・NPO等参加（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
環境省（国）　中央環境審議会地球環境部会気候変動国際戦略専門委員会　委員
2004 年 4月～現在
（社）海外環境協力センター（その他）　理事 2007 年 4月～現在
地球環境センター（国）　JCM 支援委員会　委員 2012 年 4月～現在
担当授業科目（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
( 大学院教育 )
環境政策学 2016 年～ 2016 年
国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
日本の温暖化対策の現状と課題 [ 超党派「原発」ゼロの会 /第 57 回　国会エネルギー
調査会 ( 準備会 ) 　原発ゼロの地球温暖化対策 ]
(2016 年 4月 14 日 , 東京 ) 口頭（招待 _ 特別）
地球温暖化対策基本法について [ 第百九十回国会衆議院　環境委員会 ]
(2016 年 4月 22 日 , 東京 ) 口頭（招待 _ 特別）
COP21 争論～今後、世界の気温上昇はとめられるか？ [ 関西地球温暖化対策地域協
議会 /環境セミナー ](2016 年 5月 15 日 ) 口頭（招待 _ 特別）
地球温暖化問題と日本・中国・世界の温暖化対策 [ 日中関係学会青年交流会 ]
(2016 年 5月 24 日 , 東京 ) 口頭（招待・特別）
日本の温暖化政策 [2016 东亚海洋高峰论坛 ]
(2016 年 7月 25 日 , 青島 ) 口頭（招待 _ 特別）
日本へのメッセージ [ 気候変動とたたかうアジアの人々 ]
(2016 年 8月 1日 , 東京 ) 口頭（招待・特別）
Post-PA world, Japan’s current climate policy and suuggestion to the East-Asian Countries
[ 東アジア気候フォーラム 2016 ぱり協定の実施に向けた東アジアの役割 ]
(2016 年 9月 24 日 , 東京 ) 口頭（一般）
世界は脱原発と脱温暖化の両立を目指す [ 第 27 回核戦争に反対し核兵器の廃絶を求
める　医師・医学者のつどい in 宮城 ]
(2016 年 11 月 6日 , 仙台 ) 口頭（一般）
アジア（日中韓）低炭素共同体をどうつくるのか [ 国際アジア共同代学会　2016 年
度秋季国際会議関西支部発足記念大会 ]
(2016 年 11 月 19 日 , 京都 ) 口頭（招待 _ 特別）
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）





2) 日本が温暖化問題において世界の潮流に取り残されている 12 の理由 . [ 環境と文明 , 24 (26), 
(2016), 6-7]　（査読無）
明日香壽川
3) Assessment of China’s Greenhouse Gas Emission Reduction Target for 2030: Possibility of Earlier 
Peaking. The Journal of Contemporary China Studies, 5 (1), (2016), 57-68]（査読無）
Jusen ASUKA
4) COP21 後の各国も苦行の上方修正に必要な研究―国際競争力喪失問題の再検証 ,IDNCs の相対
評価 , カーボン・クラブの制度設計―. [ 環境経済 _ 政策研究 , 9 (1), (2016), 79-81]　（査読無）
明日香壽川
5) 原発と地球温暖化問題と錯総した関係 . [ 科学 , 86 (7), (2016), 718-725]　（査読無）
明日香壽川
6) 気候変動問題とパリ協定 . [ 自然エネルギー白書 2016, (2016)]　（査読無）
明日香壽川
7) 日中韓高炭素共同体をどう作らないか . [Global Asia Review, 3, (2017), 9-10]（査読無）
明日香壽川
8) 気候変動における不確実性問題：気候感度に関する最新の科学的知見を中心に . [ 東北アジアに























1997 年～ 1998 年 千葉大学非常勤講師
1997 年～ 2001 年 文部省初等中等教育局　教科書調査官心得
1998 年～ 2001 年 東京女学館短期大学非常勤講師


















片平まつり 2015 実行委員会委員 2015 年 4月～ 2015 年 10 月
片平まつり 2017 実行委員会委員 2016 年 10 月～ 2017 年 3月（継続）
－ 76 －
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東北アジア社会人類学 2015 年～ 2015 年
地域環境学特論 2015 年～ 2015 年






著書（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) 初級中国語テキスト　改訂版　黄炎の留学生活 . [ 白帝社 , (2016)3 月 ]
上野稔弘、田中理恵、鄭英
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) 英国立公文書館所蔵の中国新疆関係文書について̶1930 ～ 40 年代を中心に̶. [ 東北アジア研
究 , (20), (2016),105-131]　（査読無）
上野稔弘
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など




































































報道（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
Japan in Focus: Japan’s scientific whaling program faces tighter scrutiny and
why Asahi’s investigative reporting team lost support（出演・執筆　新聞　ABC- Australian Broadcasting 
Corporation）2016 年 11 月
学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
編集出版委員会 2004 年 10 月～ 現在
東北大学東北アジア研究センター　ハラスメント等相談員 2005 年 4月～ 2017 年 3月
北東アジア研究交流ネットワーク委員会 2006 年 4月～ 2017 年 3月
研究推進委員会 2014 年 4月～ 2017 年 3月





国際会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
Co-design の試み：気候工学（ジオエンジニアリング）の例をとって [ 日本地球惑星
科学連合 2016 年大会 ]
(2016 年 5月 22 日～ 2016 年 5月 26 日 , 日本国 , 千葉市 ) 口頭（招待・特別）
The politics of treaty interpretation: An interdisciplinary study of the Whaling in the Antarctic
case[International Studies Association’s 58th Annual Convention]
(2017 年 2月 22 日～ 2017 年 2月 25 日 , アメリカ合衆国 , ボルチモア、メリーラ
ンド州 ) 口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
論文引用ネットワーク分析の国際政治学への応用　―臨界負荷量の認識共同体を事例
として─ [ 情報処理学会第 13 回ネットワーク生態学シンポジウム ]
(2016 年 8月 , 千葉 ) 口頭（一般）
論文引用ネットワーク分析の国際政治学への応用　―臨界負荷量の認識共同体を事例
として─ [ 数理社会学会第 62 回大会 ]
(2016 年 8月 , 石川 ) 口頭（一般）
論文引用ネットワーク分析の国際政治学への応用　―臨界負荷量の認識共同体を事例
として─ [ 科学社会学会第 5 回年次大会 ]
(2016 年 10 月 , 東京 ) 口頭（一般）
－ 80 －
日本・朝鮮半島研究分野
W14 　Future Earth でなにをする？：Trans-disciplinary な研究とは [ 第 64 回日本生
態学会大会（2017 年東京）]
(2017 年 3月 14 日～ 2017 年 3月 18 日 , 東京 ) シンポジウム・ワークショップ・ 
パネル（指名）
国内会議主催・運営（2016 年 4 月～ 2017 年 3月）
環境経済・政策学会 2016 年大会




(2016 年 12 月 3日 , 仙台 ) ［主催］セッションオーガナイザー
学術受賞（2016 年 4 月～ 2017 年 3月）
水文・水資源学会学術出版賞 2016 年 [ 水文・水資源学会 ]
その他研究活動（2016 年 4 月～ 2017 年 3月）
国際捕鯨委員会・第 66 回総会（フィールドワーク） 2016 年
大西洋まぐろ類保存国際委員会第 20 回特別会合（フィールドワーク） 2016 年
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
基盤研究 (B) 2016 年 4月～ 2020 年 3月
[ グローバル時代における海洋生物資源法の再構築―国際・国内法制度の連関の視点から ]
その他の競争的資金獲得実績（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
補助金、受託・共同研究費、寄附金以外の研究費 2015 年 10 月～ 2017 年 3月
[ 日本の漁業法・政策に関する学際的研究―国際漁業法制度との「適正な」連関と持続可能性の確
保に向けて ]
著書（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) 海賊対処法の研究（執筆担当部分）コラム⑥「南極海捕鯨事件」国際司法裁判所判決 140 頁 . [ 有
信堂 , (2016)6 月 ]
石井敦 , 真田康弘 , 児矢野マリ
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) Public attitudes to climate engineering research and field experiments: Preliminary results of a web survey 
on students’ perception in six Asia-Pacific countries. [ 東京大学政策ビジョン研究センターWorking 
Paper Series,(24), (2016)]（査読無）
Masahiro Sugiyama,Takanobu Kosugi,Atsushi Ishii,Shinichiro Asayama
2) Transdisciplinary co-design of scientific research agendas: 40 research questions for socially relevant 
climate engineering research. [Sustainability Science, 12 (1), (2017), 31-44]（査読有）
Masahiro Sugiyama 他
3) Ambivalent climate of opinions: Tensions and dilemmas in understanding geoengineering experimentation.
[Geoforum, 80, (2017), 82-92] （査読有）




2016 年度の研究成果としては、第一に、石井が第 10 章を担当した地球研和文学術叢書『シベリ
ア ─温暖化する極北の水環境と社会』（京都大学学術出版会 , 2015 年）の編者である檜山哲哉教
授が水文・水資源学会学術出版賞を受賞した。第二に、2015 年 4 月に発表した政策提言「東ア
ジアにおける越境大気汚染と外交の考え方――PM2.5 問題を軸に」が、北東アジア環境協力プロ
グラムの第 21 回高級事務レベル会合（Senior Officials Meeting；2017 年 3 月 16 ～ 17 日、韓国・
ソウル）に提出された「附属書Ⅳ技術ペーパー 2－科学と政策の架け橋としての北東アジア環境
協力プログラム：東アジアにおける越境大気汚染問題（Annex IV. Technical paper 2- NEASPEC as a 





































国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
池月凝灰岩（鬼首池月テフラ）火砕流堆積物の噴火過程 [ 日本地球惑星科学連合 ]
－ 83 －
日本・朝鮮半島研究分野
(2016 年 5月 22 日～ 2016 年 5月 26 日 ) ポスター（一般）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
若手研究 (B) 2010 年 4月～現在
[ 堆積物として残らないごく小規模噴火の痕跡を火山灰土中から検出する試み ]
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1Relationship between eruptive style and vesicularity of juvenile clasts during eruptive episode A of Towada 
Volcano, Northeast Japan. [Journal of Volcanology and Geothermal Research, 325, (2016), 86-97]（査読有）


























1991 年～ 1999 年 静岡大学理学部
1999 年～ 2013 年 東北大学大学院生命科学研究科
研究経歴
1985 年～ 2013 年 小笠原諸島陸産貝類の進化生物学的研究
1990 年～ 2013 年 種多様性の長期的変動に関する理論的研究
1991 年～ 2013 年 陸産貝類の遺伝学的、生態学的研究
1991 年～ 2013 年 軟体動物の進化プロセス、適応放散
2000 年～ 2013 年 東北アジア地域の生物進化史・生物地理研究
2006 年～ 2013 年 生物多様性保全手法の開発に関わる研究
所属学会












進化 , 多様性 , 種分化 , 軟体動物 , 陸産貝類 , 外来種 , 小笠原
報道（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
カタツムリ：殻を振り回し敵撃退（出演・執筆　新聞　毎日新聞） 2016 年 11 月




2016 年 11 月
行政機関・企業・NPO等参加（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
環境省（国）　小笠原世界遺産候補地科学委員会　委員 2006 年 11 月～現在
（国）　環境省 _ プラナリア対策 _ 陸産貝類保全検討会委員 2009 年 4月～現在
（国）　小笠原諸島ネズミ類対策検討会委員 2009 年 4月～現在
（国）　小笠原諸島修復事業検討委員会委員 2010 年 4月～現在
（地方公共団体）　父島ノヤギ排除検討委員会委員 2010 年 4月～現在
（国）　小笠原諸島森林生態系保護地域保全管理委員会アドバイザ 2011 年 4月～現在
（地方公共団体）　父島外来植物対策委員会委員 2012 年 4月～現在
（国）　小笠原諸島科学委員会委員 2013 年 4月～現在
（国）　小笠原諸島生態系保全アクションプラン改定WG 委員 2013 年 4月～現在
（国）　新たな外来種の侵入 _ 拡散防止WG 委員 2013 年 4月～現在
（国）　グリーンアノール対策WG 委員 2013 年 4月～現在
学内活動（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
生命科学研究科入試委員会委員 2013 年 4月～現在
入試委員会委員 2014 年 4月～現在





群集生態学 2001 年～ 現在
動物生態学実習 2001 年～ 現在
生物学演習 2010 年～ 現在
短期留学生受入プログラム講義 2010 年～ 現在
（大学院教育）
保全生物学特論 2013 年～ 現在
国内会議・発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
3rd International Symposium of Benthological Society of Asia
(2016 年 8月 27 日～ 2016 年 8月 30 日 , ウラジオストク ) 口頭（一般）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
基盤研究 (B) 2015 年 4月～ 2017 年 3月
[ 化石記録から種分化プロセスに迫る：孤島の陸貝化石に見る多様性進化 ]
( 挑戦的 ) 萌芽研究 2016 年 4月～ 2018 年 3月
[ 進化で絶滅を防ぐ ]
その他の競争資金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）




環境研究総合推進費 2014 年 4月～ 2017 年 3月
[ 小笠原諸島の自然再生における絶滅危惧種の域内域外統合的保全手法の開発 (4) 絶滅危惧陸産貝
類の域内 _ 域外保全および再導入手法の開発 ]
一般受託研究 2016 年 10 月～ 2017 年 9月
[ 世界自然遺産を蝕む未知の侵入者：外来ヒモムシの生態系影響評価 ]
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) Evolution and extinction of land snails on oceanic Islands.. [Annu. Rev. Ecol. Evol. Syst, 47, (2016),123-
141]（査読有）
Chiba, S., Cowie R.H.
2) Characterization of 22 polymorphic microsatellite loci for Cryptoblepharus nigropunctatus.. [Conservation 
Genetics Resources, (in press), (2016)]（査読有）
Koseki J., Makino W., Maki M., Urabe J., Chiba S.
3) Effects of an invasive ant on land snails in the Ogasawara Islands. [Conservation Biology, 30, (2016), 
1330-1337]（査読有）
Uchida S., Mori H., Kojima T., Hayama K., Sakairi Y., Chiba S.
4) Dynamics of evolutionary radiation under ecological neutrality.. [Journal of Theoretical Biology, 406, 
(2016),1-7]（査読有）
Suzuki, T., Chiba, S.
5) Parallel evolution of passive and active defence in land snails.. [Scientific Reports, 6, (2016), 35600]（査
読有）
Morii Y., Prozorova L., Chiba S.
6) Ecological and genetic impact of the 2011 Tohoku Earthquake Tsunami on intertidal mud snails.. [Scientific 
Reports, 7, (2017), 44375]（査読有）

























Morii Y, Prozorova L, Chiba S, 2016. Parallel evolution of passive and active defence in land snails. 














Chiba, S., Cowie, R.H. Evolution and extinction of land snails on oceanic islands. Annual Review of Ecology, 













1982 年～ 1986 年 東北大学理学部　教務系技官
1986 年～ 1995 年 東北大学理学部　助手













学外の社会活動（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
伊達市噴火湾文化研究所 _ 東北大学東北アジア研究センター第 7 回学術交流連
携講演会（講演会・セミナー）　2016 年 12 月
行政機関・企業・NPO等参加（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
（地方公共団体）　宮城県　伊豆沼　内沼自然再生協議会　委員　2008 年 4月～現在
学内活動（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
環境・安全委員会安全管理専門委員会・危険物質総合管理システム専門部会委員
2014 年 4月～現在
国際交流委員会委員 2016 年 4月～現在
－ 89 －
地域生態系研究分野




国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
オオクチバスの成長に伴う栄養段階の変化：炭素 _ 窒素安定同位体比による推定
[ 第 11 回伊豆沼 _ 内沼研究会 ]　(2017 年 2月 18 日 , 栗原市 ) 口頭（一般）
その他研究活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
西シベリア塩性湖チャニー湖沼群の環境と生物群集の調査（フィールドワーク） 2001 年～現在
宮城県・伊豆沼における環境と食物網解析（フィールドワーク） 2006 年～ 現在
その他の競争資金獲得実績（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
二国間交流事業　共同研究 2015 年 4月－ 2017 年 3月
[ 西シベリアにおける寄生虫を組み込んだ湿地食物網の栄養構造 ]
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) Zoobenthos are minor dietary components of small omnivorous fishes in a shallow eutrophic lake.
 [Marine and Freshwater Research, 67, (2016), 1562-1568]（査読有）
Yasuno N, Chiba Y, Fujimoto Y, Shindo K, Shimada T, Shikano S, Kikuchi E
2) Ontogenetic dietary shifts of largemouth bass do not increase trophic position in shallow eutrophic lake in 
Japan. [Annales de Limnologie, 52, (2016), 355-364]（査読有）













































博士（理学） 金沢大学 1999 年
略歴
1999 年～ 2000 年 金沢大学大学院理学研究科　特別研究員（PD）
2000 年～ 2001 年 岡山理科大学自然科学研究所　研究員（株式会社蒜山地質年代学研究所
 研究員）
2001 年～ 2004 年 岡山理科大学自然科学研究所　特別研究員（PD）
2002 年～ 2003 年 スタンフォード大学地質学環境学科　客員研究員
2004 年～ 2006 年 スタンフォード大学地質学環境学科　客員研究員 /海外特別研究員
2006 年～ 2006 年 金沢大学ベンチャー _ ビジネス _ ラボラトリー　講師（非常勤機関研究員）
2006 年～ 2008 年 岡山大学地球物質科学研究センター　助手 /助教（職制変更による）



















学外の社会活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
加賀市（石川県）（講演会・セミナー） 2016 年 8月
加賀市山中児童センター（石川県）（講演会・ セミナー） 2016 年 8月
主権鳥取砂丘再生会議、共催鳥取県・鳥取市（講演会・セミナー） 2017 年 1月





岩石地質学 2016 年～ 2017 年
造岩鉱物学 2016 年～ 2017 年
（大学院教育）
変成岩特論Ⅰ 2016 年
Frontiers in Science「科学の最前線」（オムニバス形式） 2016 年～ 2017 年
変成岩特論Ⅱ 2016 年～ 2017 年
国際会議　主催・運営（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
日本地球惑星科学連合 2016 国際シンポジウム
(2016 年 5月 22日～ 2016 年 5月 26日 , 日本国 , 幕張 ) ［運営］セッションのコンビーナー
第 26 回ゴールドシュミット会議
(2016 年 6月 26日～ 2016年 7月 1日 , 日本国 , 横浜 ) ［運営］セッションのコンビーナー
作品（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
第 7回地球惑星フォトコンテスト入選「ハート型の礫」（芸術活動） 2016 年
その他研究活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
編集審査委員（Journal of Metamorphic Geology 誌）（その他） 2012 年～現在
編集幹事（Geologica Acta 誌）（その他） 2013 年～ 現在
編集審査委員（International Geology Review 誌）（その他） 2013 年～現在
編集委員（Island Arc 誌）（その他） 2016 年～現在
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
( 挑戦的 ) 萌芽研究 2014 年 4月～ 2017 年 3月
[ キンバレー岩産Ｅ型ダイヤモンド巨晶の超高圧包有物とジルコンから再生地殻物質を読む ]
基盤研究 (B) 2015 年 4月～ 2018 年 3月
[ 現行型沈み込み帯出現の地質学的証拠：古原生代、高圧中間群変成帯の総合研究 ]
特別研究員奨励費 2016 年 10 月～ 2019 年 3月
[ 超海洋パンサラッサ̶古テチス海インタフェイスのテクトニクス復元 ]
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1Plate-tectonic evolution of the Earth: bottom-up and top-down mantle circulation. [Canadian Journal of 
Earth Sciences, 53 (11), (2016), 1103-1120]（査読有）
－ 93 －
地球化学研究分野
Ernst W. G., Sleep N. H., Tsujimori T.
2) Influence of laser parameters on isotope fractionation and optimisation of lithium and boron isotope 
ratio measurements using laser ablation-multiple Faraday collector-inductively coupled plasma mass 
spectrometry.[Journal of Analytical Atomic Spectrometry, (2016)]（査読有）
Kimura J.I., Chang Q., Ishikawa T., Tsujimori T.
3) Kimberlites and the start of plate tectonics. [Geology, 44 (10), (2016), 799-802]（査読有）
Stern R. J., Leybourne M. I., Tsujimori T.
4) Petrology and geochemistry of an upper crustal pluton: A view into crustal-scale magmatism during arc to 
retro-arc transition. [Journal of Petrology, 57 (7), (2016), 1361-388]（査読有）
Barnes C. G., Ernst W. G., Berry R., Tsujimori T.
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など








支部（RAS）ソボレフ地質学鉱物学研究所のウラジミール・マリコベッツ博士を 2016 年 11 月～
2017 年 2月の期間受け入れ、共同研究を実施した。博士が所属するソボレフ地質学鉱物学研究所
の親組織であるRASと東北大学との間には、大学間協定が 1992 年 8月に締結されており、さらに、
ソボレフ地質学鉱物学研究所と本学理学研究科・理学部との間には、部局間学術交流協定が 2008





























5) その他：研究論文の引用動向はWeb of Science 及び Scopus などの研究力分析ツールを参照、
論文査読クレジットに関しては Publons.com を参照されたい。2016 年度、Web of Science と















2001 年～ 2002 年 東京大学海洋研究所　研究員
2002 年～ 2004 年 東京大学地震研究所　研究員
2002 年～ 2004 年 東京工業大学理学部　研究員
2002 年～ 2006 年 東京工業大学大学院理工学研究科　研究員
2006 年～ 2007 年 カリフォルニア大学サンディゴ校スクリプス海洋研究所　研究員
2007 年～ 2008 年 東京大学理学部地殻化学実験施設　研究員
2008 年～ 2008 年 金沢大学フロンティアサイエンス機構　研究員
2008 年～ 2013 年 東北大学東北アジア研究センター助教
2008 年～現在 東北大学東北アジア研究センター准教授
研究経歴
1995 年～ 2002 年 マリアナ海溝に沈み込む海山の年代層序
1996 年～ 2003 年 房総半島南部嶺岡帯の玄武岩類による第三紀プレート配置の復元
2000 年～ 2011 年 環伊豆衝突帯のオフィオライト岩類によるプレート配置の復元











日本地球化学会　評議員 2010 年～ 2011 年


























国際会議　発表・講演（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
Structure of suboceanic mantle below petit-spot volcanoes[Japan Geoscience Uninon Meeting 2016]
(2016 年 5月 22 日～ 2016 年 5月 26 日 , 日本国 , Makuhari) 口頭（招待 _ 特別）
REE and Y distribution in deep submarine ferromanganese crusts[Goldschmidt 2016]
(2016 年 6月 26 日～ 2016 年 7月 1日 , 日本国 , Yokohama) ポスター（一般）
国内会議　発表・講演（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
三浦層群三崎層火山噴出物中の異質礫の岩石学的研究 [ 日本地質学会第 123 年学術大会 ]
(2016 年 9月 10 日～ 2016 年 9月 12 日 , 桜上水 ) ポスター（一般）
古千島弧前弧海盆におけるショナイトの火成活動の時間分布・ 空間分布 [ 日本地質学会第 123 年
学術大会 ]
(2016 年 9月 10 日～ 2016 年 9月 12 日 , 桜上水 ) ポスター（一般）
最も古い太平洋プレート上のプチスポット海底火山 [ 日本地球化学会第 63 回年会 ]
(2016 年 9月 14 日～ 2016 年 9月 16 日 , 大阪 ) 口頭（一般）
プチスポット溶岩中の捕獲結晶が持つマントルの情報 [ 日本地球化学会第 63 回年会 ]
(2016 年 9月 14 日～ 2016 年 9月 16 日 , 大阪 ) ポスター（一般）
－ 97 －
地球化学研究分野
南鳥島の形成過程とその周辺海丘群の火山活動 [ 日本地球化学会第 63 回年会 ]
(2016 年 9月 14 日 ‒- 2016 年 9月 16 日 , 大阪 ) ポスター（一般）
研究論文（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
1) Submarine lava fields in French Polynesia. [Marine Geology, 373, (2016), 39-48]（査読有）
Naoto Hirano, Masao Nakanishi, Natsue Abe, Shiki Machida
2) 歯舞群島と色丹島の地質資料と岩石試料の重要性 . [ 東北アジア研究 , 20, (2016), 61-74]
平野直人 , 油谷拓 , 山本順司
3) Geology and geochemistry of ferromanganese nodules in the Japanese Exclusive Economic Zone around 
Minamitorishima Island. [Geochemical Journal, 50, (2016)]（査読有）
Shiki Machida, Koichiro Fujinaga, Teruaki Ishii, Kentaro Nakamura, Naoto Hirano, Yasuhiro Kato
4) Relict chromian spinels in Tulu Dimtu serpentinites and listvenite, Western Ethiopia: implications for the 
timing of listvenite formation. [International Geology Review, (2016)]（査読有）
Ayano Sofiya, Akira Ishiwatari, Naoto Hirano, Tatsuki Tsujimori
5) Pre-subduction metasomatic enrichment of the oceanic lithosphere induced by plate flexure. [Nature 
Geoscience, (2016)]（査読有）
Sébastien Pilet , Natsue Abe, Laetitia Rochat, Mary-Alix Kaczmarek, Naoto Hirano, Shiki Machida, David 
Buchs, Peter Baumgartner, Othmar Muntener
総説・解説記事（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
















水深 6000 m つまり 6 kbar の静水圧下での高い飽和度を上回る揮発成分（H2Oや CO2など）量
を含有していた事を意味する。深海底で溶岩が著しく発泡する理由は、より溶解度が低いCO2が
原因とされる。プチスポットマグマの揮発成分の実測値や発泡度から平衡脱ガス過程（Papale et 
al., 2006）を考慮した結果、マグマ形成時には 10 wt% 程度もの CO2を含有していることが判明
した。これは今まで知られていた世界の多くの火山のマグマよりも多い異常な量である（Okumura 
& Hirano, 2013）。この異常な量のCO2を考慮し、マグマの発生条件を明らかにし、報道発表も






明した（Pilet et al., 2016, Nature Geoscience）。これらに加え、同航海での調査から、北西太平
洋海底の鉄マンガン酸化物の分布や組成、それに関連するプチスポット火山の分布が詳細に判明し
つつある（Hirano et al., 2016, Marine Geology; Machida et al., 2016, Geochemical J.; Azami, 






















































Dynamics of the Earth　2013 年～現在
－ 100 －
地球化学研究分野
国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
水準測量より明らかにした東北地方太平洋沖地震後の鳴子地域の上下地殻変動 [ 日本地球惑星科学
連合 2016 年大会 ]
(2016 年 5月 22 日～ 2016 年 5月 26 日 , 横浜 ) 口頭（一般）
蔵王火山で過去 100 年間に見られた活発化と現在の状況 [ 日本地球惑星科学連合 2016 年大会 ]
(2016 年 5月 22 日～ 2016 年 5月 26 日 , 千葉 ) ポスター（一般）
雲仙普賢岳平成溶岩は流れずに滑りで前進していた [ 日本火山学会秋季大会 ]
(2016 年 10 月 13 日～ 2016 年 10 月 15 日 , 富山 ) 口頭（一般）
その他の競争的資金獲得実績（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
共同研究費 2016 年 4月～現在
[ 溶岩流試料の室内実験による粘性係数測定と，野外観測値との比較に基づく，溶岩流流動機構
の解明　̶その 4：伊豆大島三原山溶岩流̶]
研究論文（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
1) 1) Decrease of iodine isotopic ratio observed in crater lake and geothermal area at Zao volcano. [UTTAC 
ANNUAL REPORT 2015, (2016), 20-21]
T. Matsunaka, K. Sasa, K. Sueki, T. Takahashi, M. Matsumura, A. Goto, T. Watanabe, N. Tsuchiya, N.
Hirano, M. Kuri, M. Takahashi, K. Kazahaya, I. Miyagi, H. Matsuzaki
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
　1. 蔵王火山調査
　蔵王火山が 2011 年の東北地方太平洋沖地震で活発化する可能性を考え，2012 年から継続して
いる現地調査を 2016 年度も実施した．御釜の北東 1.5km の丸山沢噴気地熱地帯では，2015 年
には噴気最高温度の上昇やごく小規模な土砂噴出の発生など，活動度の高まりが見られていた．
2016 年 6 月の調査では，前年に土砂噴出があった場所は大きく崩れて，近くに強い噴気が生じ
ていたが，崩壊は外的要因（巨大な落石の衝突）で起こったことが疑われた．最下部の噴気帯で
は 1年間に 4℃の温度上昇が起こっていたことが確認された．一方で，調査開始当時の 2012 年に
100℃を越え最も勢いの強かった最上部の噴気は衰え，温度も 92℃程に低下していた．噴気活動
には場所による消長があるものの，全体としては目立った活発化はないと判断された．



























　伊豆大島では 1950-1951 年噴火及び 1986 年噴火で，山頂火口から溢流した溶岩流に対して，
厚さや流速などから粘性係数が求められている（村内，1950；Minakami, 1951；白尾，1987）．
その値は 1950 年が 1.7×104 Pa s（1063℃）～ 3.3×106 Pa s（1048℃），1951 年が 5.6×102 Pa 
s（1125℃）～ 2.3×104 Pa s（1038℃），1986 年 LA溶岩が 1.7×104 Pa s ～ 1.2×107 Pa s（温度デー




























1986 年～ 1987 年 東北大学選鉱製錬研究所　助手
1991 年～ 1996 年 東北大学大型計算機センター　助手




















学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
学友会茶道部部長 2003 年 4月～現在
－ 103 －
環境情報科学研究分野
評価分析室員 2004 年 4月－ 現在




情報基礎科学研修 A 2001 年～現在
情報基礎科学 B 2001 年～現在
博士基盤研修 2001 年～現在
博士専門研修 A 2001 年～現在
博士専門研修 B 2001 年～現在
博士ゼミナール 2001 年～現在
広域情報処理論 2013 年～現在
国内会議主催・運営（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
東北大学の衛星画像データベースについて [ 第 23 回大気環境学会北海道東北支部学術集会 ]
(2016 年 10 月 21 日 , 山形市 ) 口頭（基調）
衛星解析画像と越境飛来物解析 [ 第 23 回大気環境学会北海道東北支部学術集会 ]
(2016 年 10 月 21 日 , 山形市 ) ポスター（一般）
人工衛星 Terra・Aqua を用いた越境飛来物の予測手法の検討 (1) 粒子状大気汚染物質の場合
[ 第 23 回大気環境学会北海道東北支部学術集会 ]
(2016 年 10 月 21 日 , 山形市 ) ポスター（一般）
人工衛星 Terra・Aqua を用いた越境飛来物の予測手法の検討 (2) 黄砂の場合
[ 第 23 回大気環境学会北海道東北支部学術集会 ]
(2016 年 10 月 21 日 , 山形市 ) 口頭（一般）
その他研究活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
森林火災の管理によるCO2 排出量取引構想（フィールドワーク） 2009 年～現在
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
研究成果公開促進費 _ データベース 2016 年 4月～ 2017 年 3月
[ 越境大気汚染衛星画像データベース ]
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）













て実施するための具体的なテーマResearch on CO2 Reduction System by the Huge Forest Fires 
Control for Global Warming Problemとして組織化を進めた。ロシア科学アカデミー国際森林研














1985 年～ 1989 年 東北大学　助手（工学部）
1988 年～ 1989 年 ドイツ連邦国立地球科学資源研究所
1989 年～ 1990 年 東北大学　講師（工学部）
1990 年～ 1997 年 東北大学　助教授（工学部）
1997 年～現在 東北大学　教授（東北アジア研究センター）
2008 年～ 2011 年 東北大学　ディスティングイッシュト プロフェッサー
2009 年～ 2013 年 東北大学　東北アジア研究センター センター長
研究経歴
1985 年～ 1990 年 地熱開発のための地下計測技術
1990 年～現在 地中レーダ（GPR）の開発
1997 年～現在 合成開口レーダ（SAR）の応用






電子情報通信学会、The Institute of Electrical and Electronics Engineers (IEEE)、物理探査学会、日本地
熱学会、資源素材学会、Society of Exploration Geophysicists (SEG)、European Association of Geoscientists 
& Engineers (EAGE)、Applied Computational Electromagnetic Society、日本文化財探査学会、石油検層学
会 (SPWLA)
学会活動
物理探査学会　理事 2003 年～ 2014 年
石油検層学会 (SPWLA) 　理事（日本支部） 2003 年～ 現在
IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　東京支部　支部長 2006 年～ 2007 年
IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　AdCom member 2006 年～ 2014 年
－ 106 －
資源環境科学研究分野
電子情報通信学会　電磁界理論研究会　副委員長 2013 年～ 2015 年
IEEE Sendai Chapter 　副会長 2014 年～ 2016 年













報道（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
稲荷山古墳に「真のあるじ」？（資料提供　新聞　朝日新聞） 2016 年 12 月
レーダーで見えた稲荷山（出演・執筆　新聞　朝日新聞） 2017 年 1月
墳丘内の影深まる謎（出演・執筆　新聞　朝日新聞） 2017 年 1月
学外の社会活動（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
金属鉱業事業団　鉱物資源探査に係る研究会委員（その他） 1995 年 2月～現在
電子情報通信学会電磁界理論研究会専門委員（その他） 1996 年 10 月～現在
Editorial Board, The International Journal of Subsurface Sensors and Applications（その他）
1999 年 7月～現在
物理探査学会（その他） 2004 年 5月～現在
出前授業（小中高との連携） 2008 年 12 月～現在
佐藤屋プロジェクト ( 大河原町）（その他） 2012 年 4月～現在
夢ナビライブ（公開講座） 2012 年 7月～現在
第 21 回　災害対策技術展 ( 横浜）（展示会） 2017 年 2月～ 2017 年 2月
行政機関・企業・NPO等参加（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
（独）石油天然ガス _ 金属鉱物資源機構（その他）　金属資源探査技術開発研究会　委員
2005 年 4月～現在
環境省（国）　国内における毒ガス弾等に関する総合調査検討会　委員 2006 年 5月～現在
( 財）原子力環境整備促進・資金管理センター（その他）　地層処分モニタリングシステム検討委
員会　委員　2006 年 6月～現在




学位授与数（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
博士 1人
修士 1人
担当授業科目（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
（学部教育）
電磁気学 I 1991 年～現在
機械知能・航空研修 I 2004 年～現在
機械知能・航空研修 II 2004 年～現在
卒業研究 2004 年～現在










地球システム・エネルギー学博士セミナー 2003 年～ 現在
地球システム・エネルギー学博士研修 2003 年～現在
GRSS 　レーダー夏の学校 2016 年～現在
（他大学）
Recent research activities in GPR and near range radar at Tohoku University 2016 年－ 2016 年
（その他）
物理探査学会ワンデーセミナー　「地中レーダ」2006 年～ 現在
国際会議　発表・講演（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
GPR survey of sand dune after Tsunami[4th Workshop On Coastal Remote Sensing Applications]
(2016 年 11 月 11 日～ 2016 年 11 月 13 日 , 中国 , sanya) 口頭（招待・特別）
国内会議　発表・講演（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
電磁界による地中埋設物の計測と防災・ 減災への応用 [ 第 10 回日本電磁波エネルギー応用学会シ
ンポジウム ]
(2016 年 10 月 12 日～ 2016 年 10 月 14 日 , 仙台 ) 口頭（一般）
学術受賞（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
Distinguished visiting professor of Key laboratory of Earth Observation, Heina Province, China
2016 年 [Key laboratory of Earth Observation, Heina Province, China]
シニア会員 2016 年 [ 電子情報通信学会 ]






GB-SAR による宮城県栗原市地滑りモニタリング（フィールドワーク） 2011 年～現在
アレイ型地中レーダ「やくも」による津波被災者捜索活動（フィールドワーク） 2014 年～現在
南阿蘇村GB-SAR による地滑りモニタリング（フィールドワーク） 2017 年～現在
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
基盤研究 (A) 2014 年 4月～ 2019 年 3月
[ 圧縮センシングと最適空間サンプリングによる地雷検知用レーダ・イメージングの効率化 ]
その他の競争的資金獲得実績（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
高度通信・放送研究開発委託開発 2012 年 7月～ 2016 年 9月
[ 建造物非破壊検査診断技術の研究開発 ]
高度通信・放送研究開発委託開発 2012 年 8月～ 2016 年 9月
[ 高度通信・放送研究開発委託開発 ]
高度通信・放送研究開発委託研究 2012 年 9月～ 2016 年 9月
[ 電磁波を用いた建造物非破壊センシング技術の研究開発 ]
ＳＩＰ ( 戦略的イノベーション創造プログラム ) 2014 年 12 月～ 2019 年 3月
[ 地上設置型合成開口レーダおよびアレイ型イメージングレーダを用いたモニタリング ]
著書（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
1) 物理探査ハンドブック　増補改訂版（執筆担当部分）第９章　地中レーダ . [ 物理探査学会 , 
(2016)6 月 ]
佐藤源之
2) レーダの基礎（執筆担当部分）第 9 章　地中レーダ . [ コロナ社 , (2017)3 月 ]
佐藤源之　（大内和夫　編著）
研究論文（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
1Application of L1 norm approach to data acquired by the array GPR Yakumo. [10th European Conference 
on Antennas and Propagation (EUCAP2016), (2016)]（査読有）
Li Yi, Kazunori Takahashi, and Motoyuki Sato
2) Enhancement of the migrated results with the deblurring filter. [European Geosciences Union General 
Assembly 2016 (EGU2016), (2016)]（査読有）
Li Yi, Kazunori Takahashi, and Motoyuki Sato
3) 3 次元MW-FDTD 法の並列計算による数値地図と都市モデルを用いた雷放電電磁界解析 . 
　[ 電気学会論文誌A( 基礎 _ 材料 _ 共通部門誌）, 136 (5), (2016), 235-240]（査読有）
　及川高瑛、園田潤、本間規泰、佐藤源之
4) 比抵抗の呼称を電気抵抗率に統一することの提案 . [ 物理探査学会第134 回 ( 平成 28 年度春季 ) 
学術講演会 ,(2016)]（査読無）
佐藤源之
5) GPR Reflection Signal from a Thin Layer. [ 物理探査学会第 134 回 ( 平成 28 年度春季 ) 学術
講演会 , (2016)]（査読無）
Motoyuki Sato and Zhihao Deng
－ 109 －
資源環境科学研究分野
6) GB-SAR の技術と応用 . [ 日本地球惑星科学連合 2016 年大会 , (2016)]（査読有）
佐藤源之
7) Design of Wideband Small Spiral Antenna for SAR. [2015 IEEE 4th Asia-Pacific Conference on Antennas 
and Propagation (APCAP) Proceedings, (2016), 261-262]（査読有）
Y. Iitsuka, C. N. Koyama, K. Takahashi, and M. Sato
8) Fundamental Experiment on Passive Bistatic Radar Imaging using TV broadcasting wave. [IEICE 
technical report, 116 (75), (2016), 27-32]（査読無）
Bo YANG, Lilong ZOU,Motoyuki SATO
9) Optimization of Antenna Polarization of the Multistatic GPR System “Yakumo”. [Interbnational GPR 
Conference 2016, (2016)]（査読有）
M. Sato, L. Yi, Y. Iitsuka, L. Zou, K. Takahashi
10) Time-frequency spectral analysis of step frequency continuous wave and impulse ground penetrating 
radar. [Interbnational GPR Conference 2016, (2016)]（査読有）
Phoebe T. W. WONG, Wallace W. L. LAI and Motoyuki Sato
11) GPR Application to Landmine Detection and Humanitarian Activities. [Interbnational GPR Conference 
2016,(2016)]（査読有）
Motoyuki Sato
12) Radar technologies against Natural disaster and Man-made hazards. [16th Conference of the science 
council of Asia, (2016)]（査読有）
Motoyuki Sato
13) 東日本大震災後の復興における地中レーダの活用事例 . [ 物理探査 , 69 (3), (2016), 185-194]
（査読有）
　高橋一徳、 劉　海、クリスティアン コヤマ、駒木野智寛、佐藤源之




15) Post-earthquake damage inspection of wood-frame buildings using radar polarimetry. [Remote Sensing, 
８ (１１), (2016), ９３５]（査読有）
Hai Liu, Christian Koyama, Jie Cui, Qinghuo Liu and Motoyuki Sato
16) Disaster debris estimation using high-resolution polarimetric stereo-SAR. [ISPRS Journal of 
Photogrammetry and Remote Sensing, (120), (2016), 84-98]（査読有）
Christian N. Koyama, Hideomi Gokon, Masaru Jimbo, Shunichi Koshimura, Motoyuki Sato
17) 広帯域連続波周波数掃引型地中レーダ . [ 物理探査 , 69 (4), (2016), 269-279]（査読有）
　城戸隆 , 佐藤源之
18) Least square image reconstruction method for sparse array radar system. [2016 International Symposium 
on Antennas and Propagation (ISAP), (2016), 632-633]（査読有）
I. Chernyak and M. Sato





20) Cross Bow-Tie Antenna for Multistatic Ground Penetrating Radar. [2016 International Symposium on 
Antennas and Propagation (ISAP), (2016)]（査読有）
Motoyuki Sato, Yasushi Iizuka
21) Nondestructive Inspection of Airport Taxiways by Multi-Static Array GPR “YAKUMO”. [IEICE 
technical report, 116 (309), (2016), 71-76]（査読無）
Lilong Zou、Motoyuki Sato
22) 2D Imaging by Sparse Array Radar System. [IEICE technical report, 116 (309), (2016), 65-70]（査読無）
Weike Feng、Lilong Zou、Motoyuki Sato
23) Urban Damage Level Mapping Based on Scattering Mechanism Investigation Using Fully Polarimetric 
SAR Data for the 3.11 East Japan Earthquake. [IEEE Transactions on Geoscience and Remote Sensing, 54 
(12),(2016), 6919-6929]（査読有）
Si-Wei Chen, Xue-Song Wang and Motoyuki Sato
24) Development of Multistatic Linear Array Radar at 10-20GHz. [IEICE Trans. Electron., E100-C ( １ ), 
(2017),60-67]（査読有）
Yasunari MORI, Takayoshi YUMII, Yumi ASANO, Kyouji DOI, Christian N. KOYAMA, Yasushi
IITSUKA Kazunori Takahashi and Motoyuki Sato
25) An Advanced algorithm for surface deformation monitoring of an airport taxiway by GB-SAR. [IEICE 
technical report, 116 (387), (2017), 109-114]（査読無）
Lilong Zou、Motoyuki Sato
26) 3D GIS model assisted survey to design and estimate 　Ground- Based SAR illumination. 
[ 第 42 回リモートセンシングシンポジウム , (2017)]（査読有）
Amila Karunathilake and Motoyuki Sato
27) 地表設置型合成開口レーダ (GB-SAR) によるインフラモニタリングに関する基礎実験 . [ 信学
技報 , 116 (526),(2017), 11-16]（査読無）
佐藤源之、鄒立龍、ジョバンニニコ
28) Antenna Design for the Sparse Array and the Array Pattern Optimization. [ 信 学 技 報 , 116 (526), 
(2017),103-107]（査読有）
Andrey LYULYAKIN, Iakov CHERNYAK, Motoyuki SATO




























































目的で、荒砥沢地区をモデルケースとしたリアルタイム連続モニタリングシステムを 2011 年 11
月に設置し、2012 年 6月より、現在に至るまで連続計測を開始している。社会実装の実例として、
国内でも長期的なGB-SAR の利用例はなく、自治体との連携という点でも極めてユニークな研究
であると考えている。また 2016 年 4月に発生した熊本地震において発生した地滑りにより、南阿
蘇村において阿蘇大橋ならびに国道 57号線が被災し、現在復興作業中である。東北アジア研究セ
ンターでは、熊本大学大学院自然科学研究科附属減災型社会システム実践研究教育センター、情報
通信研究機構と協力し、南阿蘇村立野地区に地表設置型合成開口レーダ (GB-SAR) を 2017 年 1月
に設置し地滑りのモニタリングを開始した。本事業は東北大学 -NICT マッチングファンドならび
に総長裁量経費を利用して実施した。
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（Ph.D.）
PROFESSIONAL EXPERIENCE
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学会発表（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
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論文（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
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report: 116(309), 65-70, 2016-11-17. ( 査読無 )
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taxiway by GB-SAR”, IEICE technical report: 116(387), 109-114, 2017-01-18. ( 査読無 )
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会 , 2017-3-10. ( 査読無 )
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本の生成・変化とローカリティ構築に関する実証的研究」（2014 ～ 2017 年）の最終年度に当た
り、フィールドワークの進展に基づく新たなデータの入手・蓄積である。韓国の南東部に位置する












の構築に向けて：日中韓と独との研究協業網の形成」（2014 ～ 2018 年）に関連し、新たな民俗学
のあり方を国際的な枠組みの中で議論し、その構築の可能性を模索したことである。本科研グルー























1996 年～ 2006 年 大阪市史料調査会　調査員
2006 年～ 2009 年 独立行政法人日本学術振興会　特別研究員
2010 年～ 2012 年 関西大学文化交渉学教育研究拠点　助教
2012 年～現在 東北大学東北アジア研究センター　准教授
研究経歴
1994 年～ 1996 年 幕末期彦根藩の政治・経済史研究
1997 年～ 2004 年 近世大坂地域の都市と農村研究
2005 年～ 2009 年 江戸時代の流通史研究



















報道（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
明治時代の絵地図から人々の暮らし考察（資料提供　新聞　河北新報） 2016 年 4月
＜東北の本棚＞世界遺産を学ぶ　日本の文化遺産から（その他　新聞　河北新報） 2017 年 1月
白石の歴史文化発信（その他　新聞　読売新聞） 2017 年 2月
白石の歴史文化 PR（その他　新聞　河北新報） 2017 年 2月
白石の歴史 _ 文化継承へ助言委嘱（その他　新聞　朝日新聞） 2017 年 2月
明治、大正期の利府紹介　郷土資料館でミニ企画展（出演・執筆　新聞　大崎タイムス）
2017 年 3月
100 年前の利府を知る（その他　新聞　河北新報） 2017 年 3月
学外の社会活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
片平古文書会（講演会・セミナー） 2013 年 7月～現在
白石古文書サークル（講演会・セミナー） 2013 年 7月～現在
白石市中央公民館「初めての古文書講座」（平成 28 年度前期）（講演会・セミナー） 
2016 年 5月～ 2016 年 7月
大崎市誕生 10 周年記念事業　吾妻家文書展　岩出山から当別へ　歴史の架け橋（展示会）
2016 年 9月
白石市中央公民館「初めての古文書講座」（平成 28 年度後期）（講演会・セミナー） 
2016 年 10 月～ 2016 年 11 月
平成 28 年度利府町郷土資料館ミニ企画展「明治・大正時代の利府」（展示会） 
2017 年 3月～ 2017 年 5月
白石市中央公民館第 36 回公民館まつり「くずし字を書きませんか？」（展示会） 
2017 年 3月
学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
東北大学東北アジア研究センター編集出版委員 2015 年 4月～ 2017 年 3月
東北アジア研究センター編集委員会叢書 _ 報告担当副主任 2015 年 4月～ 2017 年 3月
社会にインパクトある研究　創造する日本学 2015 年 10 月～現在
担当授業科目（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
（学部教育）
古文書学 2013 年～現在
古文書学 2016 年～ 2017 年
国際会議　発表・講演（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
商家からみた江戸時代の社会：宮城県白石市・渡辺家文書[フランクフルト大学日本学シンポジウム]
(2016 年 7月 23 日 , ドイツ , フランクフルト ) 口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2016 年 4 月～ 2017 年 3 月）
江戸時代の白石と商人の活動：渡辺屋儀蔵家を中心に [ 国宝大崎八幡宮　仙台江戸学講座 ]





(2016 年 10 月 22 日 , 東京 ) 口頭（一般）
近世大坂商人と領主財政の「成立」[「勝手方不如意を考える」研究会 ]
(2016 年 10 月 30 日 , 神戸 ) 口頭（一般）
商人たちが「つくりだす」江戸時代の生活：山形と宮城の事例から [ 山形県立博物館古文書歴史講座 ]
(2017 年 1月 29 日 , 山形市 ) 口頭（一般）
近世領主財政と資金調達 [ 日本史研究会 2017 年 5 月例会準備報告会 ]
(2017 年 3月 4日 , 神戸 ) 口頭（一般）
海外におけるくずし字ワークショップの開催 [ 公開セミナー　日本語非母語話者を対象とする古
文・漢文・くずし字教育 ]
(2017 年 3月 7日 , 仙台市 ) 口頭（一般）
旅人がみた江戸時代：道中記と社会の歴史 [ 大崎市岩出山公民館歴史講演会 ]
(2017 年 3月 11 日 , 宮城県大崎市 ) 口頭（一般）
書評：遠藤慶太著『六国史：日本書紀に始まる古代の「正史」』[ 近世史フォーラム 2017 年 3 月例会 ]
(2017 年 3月 19 日 , 大阪市 ) 口頭（一般）
国際会議主催・運営（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
シカゴ大学 2016 Reading Kuzushiji Workshop
(2016 年 6月 13 日～ 2016 年 6月 17 日 , アメリカ合衆国 , シカゴ ) ［運営］ワークショップ講師
ゲーテ大学（フランクフルト大学）くずし字ワークショップ
(2016 年 7月 18 日～ 2016 年 7月 22 日 , ドイツ , フランクフルト ) ［運営］ワークショップ講師
その他研究活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
展示図録　吾妻家文書展　岩出山から当別へ　歴史の架け橋（事典 _ 辞書の編集） 2016 年
小林延人著『明治維新期の貨幣経済』（書評） 2017 年
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
基盤研究 (B) 2013 年 4月～ 2017 年 3月
[ 近世 _ 近代移行期における公共財供給と『地域社会』：比較史の視角から ]
基盤研究 (C) 2015 年 4月～ 2018 年 3月
[17 ～ 19 世紀日本列島における屎尿流通の基礎的考察 ]
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) 近世の大坂湾と伊勢湾：商業的諸関係を中心に . [ 知多半島の歴史と現在 , (20), (2016), 73-87]
　（査読無）
荒武賢一朗
総説・解説記事（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) 画竜点睛―藤田貞一郎先生に教えていただいたこと―. [ 市場史研究会市場史研究 , (35), (2016), 
27-28]
荒武賢一朗
2) 質屋は商売か―歴史的にみた「公益」を考える―. [ 歴史学フォーラム 2015 実行委員会歴史学

























































生年月日 ／ 1977 年 8月 19 日
東北アジア研究センター寄附研究部門上廣歴史資料学研究部門
出身学校






2008 年～ 2009 年  東北大学東北アジア研究センター防災科学研究拠点グループ　リサーチア
シスタント
2009 年～ 2010 年 東北大学百年史編纂室　教育研究支援者
2009 年～ 2012 年 東北大学大学院文学研究科　専門研究員
2010 年～ 2012 年 岩沼市史編纂室　市史編纂専門員
2012 年～現在 東北大学東北アジア研究センター　助教
2013 年～現在 東北学院大学　非常勤講師
2015 年～ 2016 年 尚絅学院大学　非常勤講師



















日本近世史、 旅、 仙台藩、 温泉、 道中日記、 歴史資料保全
学外の社会活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
古文書を読む会（公開講座） 2012 年 4月～現在
上廣歴史資料学研究部門古文書講座（公開講座） 2013 年 5月～現在
川崎町佐藤仁右衛門家文書展示（展示会） 2015 年 6月～現在
川崎町佐藤仁右衛門家文書整理作業（その他） 2015 年 9月～現在
行政機関・企業・NPO等参加（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク（NPO）会員として、古文書をはじめとする文化財の保
全活動に従事している。2003 年 8月～現在
学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
広報情報委員会　2012 年 4月～現在
担当授業科目（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
（他大学）
生活文化史　2013 年～現在
国際会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
Social Outreach in Historical Conservation Work: Giving Feedback about What We Learn
 [A Research Workshop Hosted by Drexel University Department of History“History, Psychology, and 
Disaster Recovery”]
(2016 年 9月 7日 , アメリカ合衆国 , フィラデルフィア ) 口頭（一般）
Social Outreach in Historical Conservation Work: Giving Feedback about What We Learn 
[A ResearchWorkshop Hosted by Ohio State University “Community Resilience: Planning for 
and Recovering from Major Disasters in Japan and U.S.”]
(2016 年 9月 9日 , アメリカ合衆国 , コロンバス ) 口頭（一般）
歴史資料保全活動の成果をどう伝えるか―宮城県川崎町佐藤仁右衛門家文書をめぐる活動―
[ 東北アジア研究センターシンポジウム「歴史資料学と地域史研究」]
(2017 年 2月 11 日 , 日本国 , 宮城県仙台市 ) 口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
江戸時代の旅を読み解く～道中日記と紀行文の世界～ [ 山形県立博物館古文書歴史講座 ]
(2015 年 11 月 7日～現在 , 山形市 ) 口頭（招待 _ 特別）
景勝地と生業―出羽国象潟の開田をめぐって―[ 第 55 回近世史サマーセミナー ]
(2016 年 7月 16 日 , 新潟県南魚沼郡湯沢町 ) 口頭（一般）
佐藤仁右衛門家の古文書～地域の宝を調べる、読み解く～ [ 古文書調査報告会　青根温泉佐藤仁右
衛門家文書の世界 ]
(2016 年 12 月 8日 , 宮城県柴田郡川崎町 ) 口頭（一般）
国際会議　主催・運営（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
東北アジア研究センターシンポジウム「歴史資料学と地域史研究」
(2017 年 2月 11 日～ 2017 年 2月 12 日 , 日本国 , 宮城県仙台市 ) ［主催］セッション運営
－ 123 －
寄附研究部門　上廣歴史資料学研究部門
国内会議主催・運営（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
講座：地域の歴史を学ぶ　◎岩出山Ⅴ　北の大地に渡った侍たち～北海道開拓と岩出山伊達家～
(2016 年 9月 17 日 , 宮城県大崎市 ) ［主催］司会進行
古文書調査報告会　青根温泉佐藤仁右衛門家文書の世界
(2016 年 12 月 8日 , 宮城県柴田郡川崎町 ) ［主催］全体統括、司会進行、発表
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
若手研究 (B) 2014 年 4月～ 2017 年 3月
[ 日本近世における旅の歴史的特質の解明 ]
基盤研究 (C) 2015 年 4月～ 2018 年 3月
[ 近世東北地方における自然資源の利用・管理と地域社会に関わる歴史学的研究 ]
著書（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) 近世旅行史の研究―信仰・観光の旅と旅先地域・温泉―（執筆担当部分）全頁 . [ 清文堂出版 , 
(2016)8 月 ]
高橋陽一
2) 旅と交流にみる近世社会（執筆担当部分）序章、第 4 章 . [ 清文堂出版 , (2017)3 月 ]
高橋陽一
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1) 旅の行程とその特徴―道中日記 _ 紀行文の統計的分析―. [ 近世旅行史の研究―信仰・観光の旅
と旅先地域・温泉―, (2016), 58-147]（査読無）
高橋陽一
2) 道中日記にみる庶民の観光 . [ 近世旅行史の研究―信仰・ 観光の旅と旅先地域・温泉―, (2016), 
224-248]（査読無）
高橋陽一
3) 景勝地と生業―出羽国象潟の開田をめぐって―. [ 高橋陽一編著『旅と交流にみる近世社会』, 
(2017), 114-145]（査読有）
高橋陽一

























文書に関しては、現地で 2016 年 12 月 8日に「古文書調査報告会　青根温泉佐藤仁右衛門家文書
の世界」を開催した。その模様は『河北新報』2016 年 12 月 13 日の朝刊でも報道された。
　歴史資料を活用する一連の創意工夫については、2016 円 9 月、アメリカのドレクセル大学と
オハイオ州立大学で開かれたワークショップで発表する機会を得ている（発表タイトル：「Social 
Outreach in Historical Conservation Work: Giving Feedback about What We Learn」〈歴史資料

















2008 年～ 2012 年 中央大学文学部　兼任講師
2009 年～ 2012 年 早稲田大学大学史資料センター　非常勤嘱託
2009 年～現在 中央大学政策文化総合研究所　客員研究員















研究センター上廣歴史資料学研究部門）（講演会 · セミナー） 2015 年 2月～現在









講座：地域の歴史を学ぶ　岩出山Ⅴ　北の大地に渡った侍たち ~ 北海道開拓と 岩出山伊達家 ~ （主
催：東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究 部門 · 岩出山古文書を読む会、共催：
大崎市教育委員会）（講演会 · セミナー）2016 年 9月
福島自由民権大学 2016 年秋季講座（主催：福島自由民権大学）（公開講座）2016 年 10 月
山形県立博物館平成 28 年度古文書歴史講座（主催：山形県立博物館、協力：東北大学東北アジア
研究センター上廣歴史資料学研究部門）（公開講座）2016 年 11 月
第 7回学術交流連携講演会「アーカイブされた情報を読み解く　生態学と歴史学の最先端」（主催：
東北大学東北アジア研究センター · 伊達市噴火湾文化研究所）（講演会 · セミナー）2016 年 12 月
安田町ボランティアガイド養成講座（主催：高知県安芸郡安田町）（公開講座） 2017 年 3月
行政機関・企業・NPO等参加（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク（NPO）　災害科学国際研究所歴史資料保存分野研究室に
て行われている被災資料の保全活動に週 2日参加。2013年 10月～現在
学内活動（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
研究推進委員会　2014 年 4月～現在
国際会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
セッション 1「歴史資料が切り拓く世界―幕末維新期の日本と世界―」[ 上廣歴史資料学研究部門
開設 5周年記念シンポジウム「歴史資料学と地域史研究」]
(2017 年 2月 11 日～ 2017 年 2月 12 日 , 仙台市 )  口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
幕末維新期の米沢藩研究の現状と課題―当該期の政治史研究の動向をふまえて―[ 地方史研究協議
会 2016 年度第 7回研究例会（合同研究例会）]
(2016 年 7月 30 日 , 山形県米沢市 )  口頭（招待・特別）
『大隈重信関係文書』にみる書翰の年代推定 [ 中央史学会近代史部会 ]
(2016 年 12 月 12 日 , 東京都八王子市 )  口頭（一般）
著書（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1　東北の近代と自由民権―「白河以北」を越えて―（執筆担当部分）序章（「白河以北」から自
由民権運動研究 に新たな息吹を！）1頁～ 28 頁、第 7章（雲井龍雄と米沢の民権家たち―精
神の継承をめぐって―）257 頁～ 304 頁、「東北自由民権運動関係文献目録」323 頁～ 338 頁 . 
[ 日本経済評論社 , (2017)2 月 ]
友田昌宏 , 河西英通 , 千葉昌弘 , 新井勝紘 , 松崎稔 , 三原容子 , 山下須美礼 , 後藤彰信
研究論文（2016 年 4月～ 2017 年 3月）
1)　明治期における旧藩君臣関係の諸相―米沢藩を事例として―. [ 歴史 , (126), (2016), 93-116]
　（査読有）
　　友田昌宏












803 号、2017 年 2月）という 2本の論文と、『東北の近代と自由民権―「白河以北」を越えて―』（日
















































大石 侑香  OISHI Yuka  日本学術振興会特別研究員
学会発表
大石侑香、「西シベリア・北ハンティの季節移動の条件」、『日本文化人類学会東北地区研究懇談会』、
口頭発表、2016 年 7月 13 日仙台市東北大学。
Yuka Oishi, "Disappearing ‘White Fish’ and Remaining ‘Black Fish’ in the Lower Ob’ 
River and Its Tributaries." Slavic-Eurasian Research Center 2016 Summer International 
Symposium: “Russia’s Far North: The Contested Frontier” and Young researchers’ 
seminar, , Oral presentation, 2016 年 7月 6日 , Sapporo; Slavic-Eurasian Research Center.
Yuka Oishi,  "Possible Road to Good Use of Indigenous Knowledge to Protect Migratory Fish 
as Common Resources in the Lower Ob’ River and Its Tributaries.", 『日露若手北極研究者交
流会』, 2016 年 10 月 12 日 , モスクワ : ロシア科学アカデミー。
Yuka Oishi, "Expansion of No-Fishing Area in Northwestern Siberia and Changing Livelihood 
of the Indigenous People.", Finnish-Japanese Early Career Arctic Scientists Workshop 
"Prospects of Joint Investigations in Circum-Arctic region", Oral presentation, 2016 年 10
月 17 日 , Helsinki: Helsinki University. APECS Finland and APECS Japan.
Yuka Oishi, "Synsko-Voikarskii Zakaznik’ and Complex Subsistence of Synia Khanty.", 
Seminar-roundtable on Frontiers in Arctic Research, Oral presentation, 2016年10月18日, 
Helsinki: Aleksanteri Institute.
大石侑香、「オビ川の回遊魚減少に関する在来知と科学的知見」、『第 22 回日本生態人類学会研究
大会』、ポスター発表、2017 年 3月 17 日、福知山市。
その他
大石侑香　「トナカイ牧夫の子供たち」株式会社三省堂『Teaching English Now』34: 1、2016
年 9月刊。





井上 岳彦  INOUE Takehiko  日本学術振興会特別研究員
論文（査読有）
1　井上岳彦「ダムボ・ウリヤノフ『ブッダの予言』とロシア仏教皇帝像」『スラヴ研究』63、2016 年、
45 － 77 頁。
－ 131 －
学会発表
Takehiko Inoue, “Kalmyk Impacts on Tibetan Buddhist World in the Late 19th – Early 20th Century,” The 
11th International Congress of Mongolists, Ulan Bator, Mongol, August 16, 2016.【口頭、英語】
Такэхико Иноуэ, Оценки Зая Пандиту в Калмыкии: в имперском периоде и в советском периоде / 
Международный симпозиум “Монголы и Внутренняя Азия в XVII в.,” Улан-Батор, Монголия, 8 
сентября 2016 г. 【口頭、ロシア語】
Такэхико Иноуэ, Востоковедение и управление в Российской империи (на примере взаимоотношении 
между калмыцкими нойонами Тюменевами и царским правительством в XIX в. / II Международная 
научная конференция “Гуманитарная наука Юга России: международное и региональное 
взаимодействие”, посвященная 75-летию Калмыцкого института гуманитарных исследований РАН, 
Элиста, Россия, 14 сентября 2016 г.【口頭、ロシア語】
井上岳彦「聖地創造の夢：誰が寺院や仏塔を建てているのか」、「ユーラシア地域大国における聖地
の比較研究」研究会、札幌（北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター）、2016 年 7月 26 日。
【口頭】
井上岳彦「カルムィキアの牧畜：馬生産の盛衰を中心に」、第 1回プロジェクト研究会「牧畜社会
におけるエスニシティとエコロジーの相関」、熊本（熊本大学文学部）、2016 年 8月 8日。【口頭】
井上岳彦「遊牧から定牧、そして漁撈：強制移住（1943 年）までのカルムィク社会の変容」、第 2
回プロジェクト研究会「牧畜社会におけるエスニシティとエコロジーの相関」、熊本（熊本大学
文学部）、2016 年 9月 25 日。【口頭】
井上岳彦「協力者の改革：19世紀草原社会秩序の構築と解体」、ロシア史研究会 2016 年度年次大会、
仙台（東北大学川内南キャンパス）、2016 年 10 月 9日。【口頭】
井上岳彦「弱者の言語選択：帝政期カルムィク人仏教徒の出版事業」、「ロシア帝国の出版メディア
とネットワーク」研究会、東京（東京大学駒場キャンパス）、2017 年 3月 30 日。【口頭】




年 2月 19 日
ハイ・セチンゴアー※共同発表（2017）モンゴル語オノマトペの音韻的構造：「モンゴル語オノマ
トペの音韻的構造」共同研究報告　2017 年 3月 21 日
阿茹汗（アルハン）リサーチアシスタント
論文
蒙古語の重複手段「赤峰学院学報」（漢語 · 哲学社会科学）, 第 7号 , 2016 年 , p. 216-222.
蒙漢擬声語比較研究「新疆職業大学学報」, 第 1号 , 2016 年 , p. 43-48.
蒙漢擬態語比較研究「民族翻訳」, 第 2号 , 2016 年 , p. 69-75.
－ 132 －
発表・講演
栗林均 , 阿茹汗 (2016) モンゴル語の畳語表現の構造と機能 . 東北大学東北アジア研究センター
2015 年度研究成果報告会 , 共同発表： 
阿茹汗 (2016) モンゴル語の擬音語擬態語について , 東北大学東北アジア研究センター栗林均教授
研究室
その他





「同治・光緒年間の内モンゴル・ハラチン地域における盗賊と地域社会」『STUDIES IN INNER 
ASIAN HISTORY AND CULTURE』NO.3（印刷待ち）
学会発表
「清代後期蒙漢混住地域における土地利用とモンゴル社会」東北大学東北アジア研究センター主催
国際シンポジウム『共生の東北アジア』2016 年 2月 13 日　東北大学片平キャンパス
“Han-Mongol Social Relationships in the Ethnically Mixed Region during the Second Half of Qing Dynasty: 
A Case Study of Kharachin Region, Inner Mongolia”THE RUSSIA JAPAN WORKSHOP 2016: ASIAN 
STUDIES AT NSU AND TU. 15 February 2016, Sendai Tohoku University.
「关于清代后期蒙汉杂居地区土地利用及其社会经济意义」『清代以来内蒙古政治与社会变迁学术研讨




国際研究）研究会』2017 年 3月 24 日
中国研究分野











書評「山崎吾郎著『臓器移植の人類学―身体の贈与と情動の経済』」『文化人類学』81 巻 2 号、
2016 年 9月
盧 向春  LU Xiangchun  教育研究支援者
原著論文
Xiangchun Lu, Xinping Mao and Asuka Jusen, Impacts of climate change policy on iron and steel industry of 
China, 東北大学東北アジア研究センター 東アジアにおける大気環境管理スキームの構築研究ユ
ニットWorking paper（査読なし）




Consumption and production of iron and steel of China under the impacts of climate change policy, The Sixth 
Asian Seminar in Region Science, Sept.,25, 2016, Tohoku University, Sendai, Japan
中国における気候変動政策が鉄鋼産業に与える影響について、環境経済・政策学会 2016 年大会 , 
2016 年 9月 11 日，青山学院大学，東京
低炭素社会に目指す中国のエネルギー戦略と経済成長、東北大学東北アジア研究センター研究成果
報告会、東北大学、仙台
岡本 哲明  OKAMOTO Tetsuaki  教育研究支援者
口頭発表
岡本哲明 , 石井敦（2016）「論文引用ネットワーク分析の国際政治学への適用　―臨界負荷量の認
識共同体を事例として─」、科学社会学会第 5回年次大会　（東京）2016 年 10 月
岡本哲明 , 石井敦（2016）「論文引用ネットワーク分析の国際政治学への応用　―臨界負荷量の認






李 善姫  LEE Sunhee  専門研究員
論文（査読無し）
佐竹眞明・李原翔・李善姫・金愛慶・近藤敦・賽漢卓娜・津田友理香「多文化家族に対する支援 ―愛知・








李善姫　2016 年 12 月 17 日「移住女性の目線から問う『東北の多文化共生』」、東北大学大学院文
学研究科東北文化研究室公開シンポジウム『東北の多文化社会を生きる―現場と研究の架橋を
むけて』、東北大学（宮城・仙台）
李善姫　2016 年 7月 16 日「同質社会から多様な社会へ――東北に住む外国人親たちの挑戦」、公
開シンポジウム『世界につながる―国際結婚家族と私たち』、名古屋学院大学（名古屋）
平野 尚浩  HIRANO Takahiro  日本学術振興会特別研究員
論文（査読有り）
平野尚浩・亀田勇一・福田宏・齊藤匠 . 2016. 本州・山口県から新たに記録されたツシマケマイマ
イ（腹足綱：有肺類：ナンバンマイマイ科）の移入個体群．ちりぼたん ( 日本貝類学会研究連絡誌 ), 
46: 149-153.
内田翔太・山崎大志・齊藤匠・平野尚浩・森英章 . 2017. 琉球列島におけるニューギニアヤリガタ
リクウズムシの新たな侵入地 . Fauna Ryukuana, 35: 1-4.
平野尚浩・山崎大志・大谷ジャーメンウィリアム・亀田勇一・内田翔太・齊藤匠・佐藤拓也 . 
2017. トカラ列島宝島から新たに記録された陸産貝類４種．ちりぼたん ( 日本貝類学会研究連絡
誌 ).（印刷中）
齊藤匠・平野尚浩 . 2017. 滋賀県から新たに記録されたヒロマキミズマイマイ . ちりぼたん ( 日本
貝類学会研究連絡誌 ). （印刷中）
著書（査読無し）
亀田勇一・平野尚浩 . 2016. 奄美群島における陸産貝類の多様化パターンと系統地理：沖縄との比
較から . In: 水田拓 ( 編 ) 奄美群島の自然史学　亜熱帯島嶼の生物多様性 . 東海大学出版部 , 神
奈川 .









東邦大学、2016 年 4月 .
○平野尚浩・齊藤匠・中井克樹・綱本良啓・陶山佳久・千葉聡 . 「MIG-seq 法によって明らかになっ
た琵琶湖での劇的な形態の変化：タニシ科貝類を例として」『日本生態学会第 64 回全国大会』、
早稲田大学、2017 年 3月 .
○齊藤匠・平野尚浩・千葉聡 . 「琵琶湖産腹足類の比較系統地理」『日本生態学会第 64回全国大会』、
早稲田大学、2017 年 3月 .
○ Chiba, S., Hirano, T. and Saito, T. Historical changes of freshwater molluskan fauna 
in Eastern Japan caused by anthropogenic activities. 3rd International Symposium of 
Benthological Society of Asia, Vladivostok, 2016.
○ Hirano, T., Saito, T., Prozorova, L. A. and Chiba, S. Phylogeny of freshwater viviparid 
snails in Northeast Asia. World Congress of Malacology, Penang, 2016.
○ Hirano, T., Saito, T. Nakai, K., Tsunamoto, K., Suyama, Y. and Chiba, S. Extreme 
morphological change in Lake Biwa revealed by MIG-seq method: A case study for the 
family Viviparidae. International Symposium: Evolution and Biology of Molluscan Diversity, 
Itoman, 2017.
○ Saito, T., Fukuda, H., Hirano, T. and Chiba, S. Cryptic invasion was revealed by molecular 
phylogeny: a case of Japanese freshwater limpet snails. International Symposium: Evolution 
and Biology of Molluscan Diversity, Itoman, 2017.
Yamazaki, D., ○ Hirano, T., Miura, O. and Chiba, S. Phylogeny of tegulid snails in East Asia. 




木村 一貴  KIMURA Kazuki  技術補佐員
環境情報科学研究分野
コヤマ クリスティアン　KOYAMA Christian  専門研究員
学術論文
1　C. N. Koyama, H. Liu, K. Takahashi, M. Shimada, T. Khuut, and M. Sato, “In-Situ Measurement of 
Soil Permittivity in Various Depths for Calibration and Validation of Low-Frequency SAR Soil Moisture 
Models by using GPR,” Remote Sensing, in review, 2017. ( 査読有 )
－ 136 －
2）　Y. Mori, T. Yumii, Y. Asano, K. Doi, C. N. Koyama, Y. Iitsuka, K. Takahashi, M. Sato, “Calibration 
Method for Multi Static Linear Array Radar with One Dimensional Array Antenna Arranged in Staggered 
Manner,” IEICE Transactions on Electronics, in review, 2017. ( 査読有 )
3）　Y. Mori, T. Yumii, Y. Asano, K. Doi, C. N. Koyama, Y. Iitsuka, K. Takahashi, M. Sato, “Development of 
Multi Static Linear Array Radar at 10-20GHz,” IEICE Transactions on Electronics, Vol. E100.C, No. 1, pp. 
60-67, 2017. ( 査読有 )
4）　C. N. Koyama, H. Gokon, M. Jimbo, S. Koshimura, M. Sato, “Disaster Debris Estimation using High-
Resolution Polarimetric Stereo-SAR” ISPRS J. of Photogrammetry and Remote Sensing, 120, pp. 84-98, 
2016. ( 査読有 )
5）　H. Liu, C. Koyama, J. Zhu, Q. Liu, and M. Sato, “Post-Earthquake Damage Inspection of Wood-Frame 
Buildings by a Polarimetric GB-SAR System,” Remote Sensing, Vol. 8, No. 11, 935, 2016. ( 査読有 )
6）　K. Takahashi, H. Liu, C. N. Koyama, T. Komagino, and M. Sato, “Case studies of GPR surveys for the 
rehabilitation after the Great East Japan Earthquake 2011,” BUTSURI-TANSA (Geophysical Exploration), 
Vol. 9, No. 3, pp. 185-194, 2016. ( 査読有 )
7）　M. Takamura, K. Takahashi, C. N. Koyama, K. Udo, and M. Sato, “Accuracy of Deposit Structure after 
Tsunami obtained by GPR,” Journal of Japan Society of Civil Engineers, Vol. 72, No. 2, pp. I_37-I_42, 
2016. ( 査読有 )
8）　C. N. Koyama, M. Watanabe, M. Sato, K. Schneider, and M. Shimada, “Fundamental study on soil 
moisture variations under vegetation influencing L-band SAR backscatter – implementations for the 
development of an advanced forest monitoring system,” Proc. of 61th Autumn Conference of the Remote 
Sensing Society of Japan, Nov. 1-2, Niigata, Japan, pp. 145-146, 2016. ( 査読無 )
9）　M. Watanabe, C. Koyama, M. Hayashi, Y. Kaneko, and M. Shimada, “Development of early 
deforestation detection algorithm (advanced) with PALSAR-2/ScanSAR for JICA-JAXA program (JJ-
FAST),” Proc. of 61th Autumn Conference of the Remote Sensing Society of Japan, Nov. 1-2, Niigata, 
Japan, pp. 21-22, 2016. ( 査読無 )
学会発表
C. N. Koyama, M. Sato, and M. Shimada, “Quantitative Above Ground Crop Biomass Estimation using 
Ground-based, Airborne and Spaceborne Low Frequency Polarimetric Synthetic Aperture Radar,” 2016 
AGU Fall Meeting, Dec. 12-16, San Francisco, USA, 2016. （ポスター発表）
C. N. Koyama, M. Watanabe, M. Sato, K. Schneider, and M. Shimada, “In situ measurement of soil 
permittivity for calibration and validation of low-frequency SAR soil moisture algorithms by using GPR,” 
CEOS SAR Calibration and Validation Workshop 2016, September 7-9, Tokyo, Japan, 2016. （口頭発表）





















  ／（2016年度～ 2021年度・辻 森　樹）
▪東北アジア地域の環境・資源に関する研究連携ユニット
  ／（2016年度～ 2021年度・岡　洋樹）
2016（平成 28）年度 東北アジア研究センタープロジェクトユニット報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 2月 28 日 
代表者   寺山 恭輔     
（本報告書はセンター内外への公開を原則とします） 
研究題目 20世紀ロシア中国史再考研究ユニット 






寺山 恭輔 東北アジア研究センター・教授 





外部評価者 氏名 所属・職名 
家近 亮子 敬愛大学国際学部・教授 
王 珂 神戸大学大学院国際文化研究科国際文化学部・教授 
河原地 英武 京都産業大学外国語学部・教授 
外部評価の実施／ 最終[年月日]  参加者：ユニット組織[ ]名、モニター[ ]名 


















































（みすず書房 2017年 3月）を刊行すべく、2016年 2－3月に 3週間モスクワで一年間関連
史料の閲覧、収集にあたった。その後、まる 1 年間は本書の執筆に時間をとられた。上野






学際性の有無 [ 無 ] 参加した専門分野数： 分 野
名称 
○○学、○○研究 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 
社会還元性の有無 [ 有 ] [内容]研究成果を市販図書として刊行することで、広く一般社会に研究
成果を還元できる。 
国際連携 連携機関数： 連携機関名： 特記事項： 
国内連携 連携機関数： 連携機関名： 特記事項： 
学内連携 連携機関数： 連携機関名： 特記事項： 












最終年度 該当 [有] 





















で日露歴史セミナーを 2013年 3月 23日「アジア・ロシアと隣接地域」（ロシア人 12、日本人 4人）、24日「新疆研究




ターリンと新疆』（社会評論社、2015年 3月、638頁）である。この間 2014年 12月 26日、モスクワで日露歴史セミナ
ーを開催（ロシア人 7、日本人 2）、成果を S.パプコフ、寺山恭輔編『スターリニズム史の政治的・社会的側面：新し
い事実と解釈』（モスクワ、2015 年 8 月、240 頁）として刊行した。2015 年 2 月 28 日、中間評価（家近亮子（敬愛大










以上、この 5年間で単著 2冊、ロシア語の論文集 2冊を市販書籍として刊行することで、日本及びロシア国民に新史









2016（平成 28）年度 東北アジア研究センタープロジェクトユニット報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 2月 28 日 
代表者    栗 林  均     
（本報告書はセンター内外への公開を原則とします） 
研究題目 東北アジア言語文化遺産研究ユニット 








斯欽巴図 センター教育研究支援者 2013.4～2013.6 
ガンツェツェグ センター教育研究支援者 2013.7～2014.6 
ハイ・セチンゴアー センター教育研究支援者 2014.11～ 
アルタンザヤー センター客員教授 2013.4～2013.７ 
ユー・チュアン センター客員研究員 2013.10～2014.9 
バドマオッサル センター客員教授 2014.10～2015.1 
エルデムト センター客員教授 2015.10～2016.1 
シャクダルスレン センター客員教授 2016.11～2017.1 




































(1) 『土族語・漢語統合辞典』（叢書第 59号、2016） 































学際性の有無 [ 有 ] 参加した専門分野数： 分 野
名称 
文献学、歴史学、情報科学 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 
社会還元性の有無 [ 有 ] [内容] 
成果出版物の刊行 
インターネットによる資料検索システムの公開 



























最終年度 該当 [ 有 ] 







































                                                      西暦 2017 年 3月 17 日 
         東北アジア研究センター プロジェクト研究 外部評価報告書 
 












































                                                      西暦 2017 年 2月 28 日 




氏 名 橋本 勝 所 属 大阪外国語大学名誉教授 
 評価委員の所見  








































































                                                      西暦 2017 年 2月 28 日 
         東北アジア研究センター プロジェクト研究 外部評価報告書 




二木博史 所 属 東京外国語大学 

































2016（平成 28）年度 東北アジア研究センタープロジェクトユニット報告書 
 
提 出 2016(平成 28)年 1月 19 日 
代表者 高倉浩樹        
（本報告書はセンター内外への公開を原則とします） 
研究題目 災害と地域文化遺産に関わる応用人文学研究ユニット 
















外部評価の実施／最終[2017年 1月 20日]  参加者：ユニット組織[2]名、モニター[3]名 




と宗教に関する国際比較研究」（代表木村敏明） 50万円  































































学際性の有無 [ 有 ] 参加した専門分野数：2 分野名称 歴史学、歴史経済学 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 
社会還元性の有無 [ 有 ] [内容]福島県飯舘村陸奥中村藩山中郷近世史資料の翻刻、出版 
 
国際連携 連携機関数：  連携機関名：  特記事項： 


























最終年度 該当 [ 有 ] 
















道された。2015 年 3 月 15 日から仙台で開催された国連防災会議では、「Disaster Risk Reduction Anthropology 
for the Local Intangible Cultural Heritage」と題してユニット活動を紹介した。 
 本ユニットでは3回の国際シンポジウムを開催した。初年度2014年には、ニュージーランドのカンタベリー大
学において震災と文化にかかわるワークショップ「Tohoku/ Christchurch: Reflections on the Socio-cultural 
Impacts of the Quakes」、2015年には東北大学東京分室において「地震災害後の人文学プロジェクトの回顧と研
究者の役割の探求」（Reviewing the Humanities and Qualitative Social Sciences Projects AfterEarthquake 
Disaster and Exploring the Role of Researchers）、2016年には四川大学において国際ワークショップを開催し
た。これらの国際ワークショップを通じて、日本とニュージーランド、中国四川、インドネシアの災害研究者と
の国際ネットワークを形成できた。2014年ワークショップの成果は、ニュージーランド側共同研究者が主宰する
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                                                          西暦 2017年 1月 24日 
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2016（平成 27）年度 東北アジア研究センタープロジェクトユニット報告書 
 
提 出 2017（平成 29）年 2 月 28 日 
代表者 明日香壽川         
（本報告書はセンター内外への公開を原則とします） 
研究題目 東北アジアにおける大気環境管理スキームの構築 






明日香壽川 東北大学  教授 
盧向春 東北大学  教育研究支援者 
石井敦 東北大学 准教授 
岡本哲明 東北大学  教育研究支援者 
  
  




外部評価の実施／中間・最終[年月日]  参加者：ユニット組織[0]名、モニター[0]名 
研究経費 センター長裁量経費 500,000 円  
その他（共同研究に記載したもの以外） 円  
合 計 500,000 円  
ユニットが主催した
共同研究 





























































文理連携性の有無 [ 有・無 ] 特筆事項: 温暖化や越境汚染などの地球レベルの大気科学分野と国際協力
という国際政治分野との融合を目指している 
 
社会還元性の有無 [ 有・無 ] [内容] 日本の環境分野における国際貢献に対する具体的な提言を行う 
 



























最終年度 該当 [有  無] 














2016（平成 28）年度 東北アジア研究センタープロジェクトユニット報告書 
 
提 出 2016 (平成 28)年 2 月 28日 
代表者   辻森 樹       
（本報告書はセンター内外への公開を原則とします） 
研究題目 東北アジアにおける地質連続性と「石」文化共通性に関する学際研究ユニット 






辻森 樹 東北アジア研究センター 
平野 直人 東北アジア研究センター 
阿子島 香 文学研究科歴史科学専攻 
高倉 浩樹 東北アジア研究センター 
岡 洋樹 東北アジア研究センター 
  
外部評価者 氏名 所属・職名 
小山内 康人 九州大学・教授 
飯塚 義之 台湾中央研究院・研究副技師（准教授級） 
宮島 宏 フォッサマグナミュージアム・館長 
外部評価の実施／中間・最終[年月日]  参加者：ユニット組織[ ]名、モニター[ ]名 
研究経費 センター長裁量経費 500,000円  
その他（共同研究に記載し
たもの以外） 
 円  































































学際性の有無 [ 有・無 ] 参加した専門分野数：4 分 野
名称 
地質学、岩石学、鉱物学、考古学 
文理連携性の有無 [ 有・無 ] 特記事項：本ユニットから文理連携の共同研究が２つ誕生した 




























最終年度 該当 [有  無] 
*ファイル名は UnitRpt_年度_代表者ローマ字（例 UnitRpt_2015_oka）とする。 
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2016（平成 28）年度 東北アジア研究センタープロジェクトユニット報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 3月 3日 
代表者 岡 洋樹         
（本報告書はセンター内外への公開を原則とします） 
研究題目 東北アジア地域の環境・資源に関する連携研究ユニット 








千葉 聡 東北大学東北アジア研究センター・教授 
明日香壽川 東北大学東北アジア研究センター・教授 
石井 敦 東北大学東北アジア研究センター・准教授 
辻森 樹 東北大学東北アジア研究センター・教授 
平野直人 東北大学東北アジア研究センター・教授 
金 賢貞 東北大学東北アジア研究センター・助教 
金 丹 東北大学東北アジア研究センター・教育研究支援者 




外部評価の実施／中間・最終[年月日]  参加者：ユニット組織[ ]名、モニター[ ]名 





















































































平成 28 年 11 月 19 日・20 日、島根県立大学北東アジア地域研究センター拠点が開催した
国際シンポジウム「北東アジア：胚胎期の諸相」に、東北アジア研究センター拠点長岡洋
樹が出席して報告・コメントを行った。 









題と中国社会の今」（7 月 22 日）、「新「環境保護法」実施 1 年の成果と課題」（8 月 3 日）、
「中国における温室効果ガス排出取引制度の現状と課題」（9 月 15 日）、「黄土高原・大同
調査報告（植林・貧困対策活動地域訪問に基づく）（10月 30日）、「中国山西省の石炭採掘
と冨・災難の分配」（11月 25日）、「中国の気候変動政策・国際交渉ポジション策定の実情」













機構との共催で開催したセミナー（9月 26・27 日）Around the Changbai mountains 
























社会還元性の有無 [ 有 ] [内容] 




























































最終年度 該当 [無] 





































2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 2月 28 日 




英文）Japanese soft-power in Northeast Asia 
研究期間 2016（平成 28）年度 ～ 2018（平成 30）年度（3年間） 
研究領域 (C) 移民・物流・文化交流の動態 
研究組織 氏名 所属・職名 専門分野 役割 





勝間田 弘 国際文化研究科 
・准教授 
国際政治学 理論の整理 










    















合計   280,000 円 
研究会等の内容 


























































































学際性の有無 [ 無 ] 参加した専門分野数：[   ] 分野名称[          ] 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 
社会還元性の有無 [ 無 ] [内容] 
国際連携 連携機関数： 0 連携機関名： 特記事項： 
国内連携 連携機関数： 0 連携機関名： 特記事項： 
学内連携 連携機関数： 0 連携機関名： 特記事項： 











































2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 1 月 19 日 





英文）Collaborative Empirical Research of the Processes for the Regeneration, 
Creation and Sustainability of Communities hit by the Great East Japan Earthquake 
研究期間 2016（平成 28）年度 ～ 2018（平成 30） 年度（3 年間） 
研究領域  (D) 自然・文化遺産の保全と継承 
研究組織 氏名 所属・職名 専門分野 役割 




ボレー・セバスチャン 災害科学国際研究所・助教 社会人類学  




稲澤努 尚絅学院大学・准教授 文化人類学  
福田雄 日本学術振興会特別研究員（PD） 宗教社会学  















合計                   28万  円 
研究会等の内容 












第 1 回研究会 
日時：2016 年 7月 25日（月）18:00～19:30 










第 2 回研究会 
日時：2016 年 12月 23日（金） 14:30～17:30 




  映像民族誌「宮城県山元町における震災 5年目の神楽お面の仮奉納と慰霊」 
 野口靖氏（東京工芸大学） 
  「原発事故の情報公開とアートプロジェクト（仮）」 
 武田直樹氏（筑波学院大学）、田部文厚氏 




































































学際性の有無 [ 有 ] 参加した専門分野数：[ 9 ] 分野名称[文化人類学、社会人類
学、民俗学、社会学、宗教学、宗教社会学、地理学、美術史、教
育学] 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 
社会還元性の有無 [ 無 ] [内容] 
国際連携 連携機関数：1  連携機関名：カンタベリー大学（NZ） 特記事項： 








































稲澤 努「神社与祭礼的意义― 以“3.11 日本大地震”后的一个神社为例」、四川大学道教与宗教文化研究所“自然灾
难•宗教•人文关怀”国際学術研討会、11月 22日、中国成都四川大学。 
Hyeon-Jeong KIM. “Who Needs the Shishifuri Lion Dance?: Interpretations and Changes to Intangible 
Cultural Heritage after the Great East Japan Earthquake.”（査読有）2016.06.26. Association for Asian 
Studies「AAS-in-ASIA conference (Kyoto, 2016) ‘Asia in Motion: Horizons of Hope’」（於 同志社大学） 
福田雄, 「津波の意味をめぐる「災禍の儀礼」の比較考察」『第 58回印度学宗教学会学術大会』2016年 5月（於：
郡山女子大学） 
福田雄, 「津波の偶然性と必然性ーーインドネシア・アチェにおける記念行事を事例として」『第 63回東北社会
学会』（於：弘前学院大学）2016 年 7月 
Hiroki Takakura，The maintenance of cultural tradition and memories in the communities affected by the 





［図書］    
Hiroki Takakura， Lessons from anthropological projects related to the Great East Japan Earthquake and 
Tsunami: Intangible Cultural Heritage Survey and Disaster Salvage Anthropology.[John Gledhill (Ed.) 





［その他］   
Fukuda, Y., 「Studi Komparatif Ritual Pasca-Bencana: Aceh dan Tohoku (災禍の儀礼の比較社会学に向けて：





2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 2月 29 日 




英文）An integrated study on testing method for regional continuity of metamorphic 
rocks in NE Asia 
研究期間 2016（平成 28）年度 ～ 2016（平成 28）年度（1年間） 
研究領域  (B) 資源・エネルギーと国際関係 
研究組織 氏名 所属・職名 専門分野 役割 








土屋範芳 環境科学研究科・教授 環境科学 シンポジウム運
営 
























合計             280,000 円 
研究会等の内容 

















































































学際性の有無 [ 有・無 ] 参加した専門分野数：[5] 分野名称[地質学、岩石学・鉱物学、鉱
床学、構造地質学、地質年代学] 
文理連携性の有無 [ 有・無 ] 『東北アジアにおける地質連続性と「石」文化共通性に関する学際
研究ユニット』（代表：辻森）に関係した変成岩成因論についても
議論した。 





































































［図書］    
 





































 本共同研究（西暦 2016年度 1 年間）は 2017年 3月 17 日（金）〜20 日（月）の期間、仙台市
青葉区及び、岩手県花巻市において研究集会を企画・運営した。別紙プログラム参照。とりわけ、
本共同研究組織の本学環境科学研究科土屋範芳教授が代表の「Water Dynamics」国際シンポジウ
ム（3 月 17 日、仙台開催）と共同開催（主権：環境科学研究科、理学研究科、東北アジア研究
センター）することで国際シンポジウム（地質見学会も含む）を相補的に運営し、招聘した関連
分野の専門家らと研究題目に関する諸問題を議論した。「Water Dynamics」に引き続く、変成岩・

























Program for Metamorphics Symposium (Oral Presentations）
Chairman No. Presenter Affiliations Presentation Title
18, March
13:30 – 13:35 Opening
O1 13:35 – 13:55 Tetsuo KawakamiKyoto University
Prograde infiltration of Cl-rich fluid into the granulitic continental crust from a collision zone in 
East Antarctica (Perlebandet, Sør Rondane Mountains).
O2 13:55 – 14:15 Hirochika SuminoThe University of Tokyo
Water subduction processes constrained by halogens and noble gases in peridotites and 
eclogites from the Sanbagawa metamorphic belt
O3 14:15 – 14:35 Simon Walis Nagoya University
break 14:35 – 14:55
O4 14:55 – 15:15 Naoko TakahashiTohoku University Geochemical study of P-type jadeitites (jadeite precipitates) from the New Idria serpentinite body
O5 15:35 – 15:55 Masaki Enami Nagoya University
Reaction textures of granulite facies metacarbonate rocks from the Mogok metamorphic belt, 
Myanmar: Evolution of metamorphic fluid
O6 15:55 – 16:15 Oliver Plümper University of Utrecht Fluid escape from subduction zones controlled by channel-forming reactive porosity
O7 16:15 – 16:35 Noriyoshi TsuchiyaTohoku University Experimental Approach for Supercritical Geotherrmal System
16:35 – 16:40 Information
Poster Presentation 16:40 – 17:30
 banquet 19:00 – 21:00
19, March
7:30 – 8:30 Breakfast
O8 9:00 – 9:20 Yusuke Shimura Shinshu University
Tectonic boundary between the Sanbagawa metamorphic rock and the Shimanto accretionary 
complex in the Kii Peninsula, southwest Japan
O9 9:20 – 9:40 Tadao NishiyamaKumamoto University Diamond-graphite aggregates from two metamorphic terranes in Kyushu: Nishisonogi and Higo.
O10 9:40 – 10:00 Atsushi OkamotoTohoku University Devolatilization-induced grain boundary cracking and fluid flow
break 10:00 – 10:20
O1110:20 – 10:40 Kosuke Yabe The University of Tokyo Diffusion creep of olivine aggregates: Chemical and melt effect
O1210:40 – 11:00 Atsuro Okamoto The University of Tokyo The relationship between creep and grain growth rates in forsterite+periclase polycrystals
O1311:00 – 11:20 Takehiko Hiraga The University of Tokyo Sugoi diffusion creep
break 11:20 – 11:40
O1411:40 – 12:00 Takafumi KimuraThe University of Tokyo
Thermal state of the upper mantle and its relevance to the origin of ophiolite pulse in the early 
Phanerozoic time constrained from ultramafic dikes in the Hayachine-Miyamori Ophiolite
O1512:00 – 12:20 Yoshikuni Hiroi Chiba University/National Institute of Polar ResearchSignificance of metamorphic layered gabbro in the genesis of adakitic magma
12:20 – 13:30 Photo, Lunch
O1613:30 – 13:50 Enrique Merino Indiana University
Self-Accelerating Dolomite-for-Calcite Replacement is One Key to Burial Dolomitization and 
Zebra Veins:  New Forward Model
O1713:50 – 14:10 Ryosuke OyanagiTohoku University
Mass transfer and mineral replacement during serpentinization in Olivine–Plagioclase–H2O 
System
O1814:10 – 14:30 Masaaki Obata Nore (ex. Kyoto University)
"isochemical kelyphite" : a current state of research and its significance of an open system 
phenomenon under volume constraint.
break 14:30 – 14:50
O1914:50 – 15:10 Takamoto OkudairaOsaka City University The role of fracturing in the formation of lower crustal shear zones
O2015:10 – 15:30 Masaoki Uno Tohoku University Controlling factors and modelling of reaction–induced stress and strain during hydration reactions
O2115:30 – 15:50 Toru Takeshita Hokkaido University
Structural development and weakening in fault zones along the Median Tectonic Line, Mie 
Prefecture, south-west Japan
break 15:50 – 16:10
O2216:10 – 16:30 Tarojiro MatsumuraShizuoka University Bayesian inference in the microboudin palaeopiezometer
O2316:30 – 16:50 Mitsuhiro ToriumiJAMSTEC Global Seismicity Dynamics
Poster Presentation 16:50 – 18:20
 banquet 19:00 – 21:00
20, March
7:30 – 8:30 朝食
O24 9:00 – 9:20 Yasuhiro Monta Kyoto University
Formation process of the Tromso Nappe in the Scandinavian Caledonides based on P-T-t history 
of felsic gneiss
O25 9:20 – 9:40 Tetsumaru Itaya Hiruzen Institute for Geology & ChronologyExcess argon wave in the UHP unit of Dora Maira massif, western Alps
O26 9:40 – 10:00 Tatsuki TsujimoriTohoku University Metastable growth of omphacite in LT-HP rocks: A reappraisal 
break 10:00 – 10:20
O2710:20 – 10:40 Keishi Okazaki Kochi Institute for Core Sample Research of the JAMSTEC
Deformation experiment on quartz aggregates with high water contents at high pressure and 
temperature
O2810:40 – 11:00 Takayoshi NagayaTohoku University Automated EBSD mapping of antigorite
O2911:00 – 11:20 Tadamasa Ueda The University of Tokyo

























Name Affiliations Presentation Title
P1 Keishi Okazaki Kochi Institute for Core Sample Research of the JAMSTECExperimental investigation of dehydration weakening and embrittlement of subduction-zone-releted metamorphic minerals
P2 Soichi Omori The Open University of Japan Hadean material cycle
P3 Daisuke Nakamura Okayama University Reevaluation of garnet-clinopyroxene thermometer
P4 Shusuke Kinoshita Kyoto University EBSD analysis on coexisting omphacite and diopside found in aragonite-calcite vein form the Horokanai area, Kamuikotan metamorphic belt, Hokkaido
P5 S. Sotoyama Kumamoto University Petrological study of the serpentinite melange from the Nagasaki Metamorphic Rocks in the Nomo Peninsula
P6 U. Nishi Kumamoto University Pseudotachylyte-like veins in quartz-carbonate rocks from the Nishisonogi metamorphic rocks, Nagasaki prefecture
P7 Ryoji Kato Kyoto University  Solid material cycles at shallow depth of the subduction zone -an example of the Kebara Formation, NW Kii Peninsula-
P8 Kenta Yoshida JAMSTEC Progressive evolution of the whole rock composition during metamorphism revealed by machine learning
P9 Wonji Shin Hokkaido University Reappraisal of the tectonics of the Kamuikotan metamorphic rocks around Asahikawa City, central Hokkaido: metamorphic overprint by fluid migration during exhumation
P10 Takeyasu Abe Japan Atomic Energy Agency Review of mineralogical studies on geochronometers (Tentative)
P11 Kei-ichi KazuratachiKyoto University Petrological study of the Ryoke metamorphic rocks and granites in the eastern Setouchi region
P12 Kazushi Sadamoto Nagoya University Evaluation of thermal structure of the Shiraga region, sanbagawa metamorphic belt in central Shikoku
P13 Fumiko Higashino Tohoku University High-temperature metamorphism and fluid behavior in the Sør Rondane Mountains, East Antarctica- constraints from trace element compositions of garnet and zircon
P14 Jinya Kobayashi Kanazawa University Numerical model of reaction-advection system for serpentinization in permeable flow of silica-rich fluid: Examination of chemical behaviour
P15 Tsubasa Arai Kanazawa University Rheological transition during progressive antigorite serpentinization of peridotite
P16 Tsubasa Arai Kanazawa University Chemically driven formation of pull-apart structure of Cr-Spinel
P17 Mayuko Fukuyama Akita University Quantitative analysis of fluid inclusion by LA-ICP-MS
P18 Taku Yutani Tohoku University T.B.D.
P19 Tatsu Kuwatani JAMSTEC Inversion of metamorphic process using Bayesian sensing
P20 Miho Komai Kanazawa University T.B.D.
P21 Takuya Ishibashi National Institute of Advanced Industrial Science and TechnologyLinking surface roughness to seismic manner with 3-D printed fractures
P22 Diana Mindaleva Tohoku University Hydration, Dehydration and Hydrothermal Brecciation of the Earth’s Crust.
P23 Kyle Bahr Tohoku University T.B.D.
P24 Maureen FeinemanPennsylvania State University T.B.D.
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(英文)Bible translation and Culture of Christianity in Asia 









平成 28年 7月 
～平成 29年 2月 
















































































研究会等の内容 研究会：  1回 国内会議： 1回 国際会議：  回 その他： 回 
プログラム 公募型共同研究「聖書翻訳とアジアのキリスト教文化」 
日時：2017年 2月 19日（日）13：00～17：00 
会場：東北大学東北アジア研究センター436号室 
芝山豊（清泉女学院大学教授） 
















日時：2016年 11月 5日（土）10：00～17：00 




























































































文理連携の有無 無  アピール点 
社会還元の有無 無  アピール点 
国際連携 連携数（   ） 機関名 






















以上 2月 18日－21日 









































































































































































学会 2016年秋季研究発表会 2016年 12月 12日 千里公民館 第 3講座室 
芝山豊 「モンゴル語訳聖書とモンゴル文学の翻訳論的課題」 日本モンゴル文学会 2016年秋
季研究発表会 2016年 12月 12 日 千里公民館 第 3講座室 
 都馬バイカル 「メディアとサイチンガー」 、日本モンゴル文学会 2016年春季研究発表会、
2016年 6月 29日、東京外国語大学 本郷サテライト 4階 
都馬バイカル「スウェーデン・モンゴル・ミッションの宣教活動と社会福祉・教育活動」、国







［図書］    
 
 
［その他］   
荒井幸康 「聖書翻訳とアジアのキリスト教文化」公募型共同研究「聖書翻訳とアジアのキリ
スト教文化」 2017年 2月 19 日 東北大学東北アジア研究センター436号室 
荒井幸康 「聖書翻訳における諸々の選択についての考察 －CAT、口語と文語、文字の選択」
学術シンポジウム「モンゴル語訳聖書とアジアのキリスト教文化」2016 年 11 月 5 日 清泉女子
大学二号館 4階 240号室 
芝山豊「MONGOLIAN PRELUDE TO A KISS モンゴル研究からキリシタン研究への挨拶」公募型共
同研究「聖書翻訳とアジアのキリスト教文化」 2017 年 2 月 19 日 東北大学東北アジア研究セ
ンター436号室 
 滝澤克彦「モンゴル語聖書翻訳における博物学と植物語彙」公募型共同研究「聖書翻訳とアジ
アのキリスト教文化」 2017 年 2月 19日 東北大学東北アジア研究センター436号室 
滝澤克彦 「19世紀前半におけるモンゴル語聖書翻訳の歴史的文脈」学術シンポジウム「モン





ンゴルを中心として－」 学術シンポジウム「モンゴル語訳聖書とアジアのキリスト教文化」  
2016年 11月 5日 清泉女子大学二号館 4階 240号室 
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平成 28年 7月 
～平成 29年 2月 






〒903-0213   
沖縄県中頭郡西原町千原１番地 





































   
 
 







物層の検出をおこなった。2016年 8月 17日から 26日に台湾の国立中央大学地球科学学系の陳浩維
教授のグループと成功鎮郊外にある標高 20mの段丘面および成功鎮の北の膽曼で調査を実施した。
用いたレーダの周波数は 500MHzと 250MHzの 2種類である。 










































































































国際連携 連携数（ １ ） 機関名  台湾 国立中央大学 





年度 国内旅費 金 額 海外旅費 金 額 






















































































































































































祖慶真也,中村衛, 陳浩維, 2016: 台湾南東部における地中レーダを用いた津波堆積物層検出. 
日本地球惑星科学連合 2016 年度連合大会, MIS11-P17. 
Chen, H.-W., S. Sokei, and M. Nakamura, 2016: In search of tsunami deposits in southeast 
Taiwan using Ground penetrating radar. 2016年臺灣地球科學聯合學術研討會, GP-3B-04. 
祖慶真也,中村衛, 陳浩維，2017：地中レーダを用いた台湾東部における津波堆積物層の検出．日




［図書］    
 
［その他］   
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(英文) An integrative study on the strategic use of stone materials and cultural exchanges: 
toward the reconstruction of the history of "Rock"-using Culture in Northeast Asia. 










平成 28年 7月～平成 29年 2月 






〒980-0874   
宮城県仙台市青葉区川内 27-1東北大学大学院文学研究科考古学研究室 
 















































































































































研究成果 学会発表（  1） 
本 




文理連携の有無 有 アピール点：石器石材に関する地質学的検討 
社会還元の有無 無  アピール点 
国際連携 連携数（ 1  ） 機関名：朝鮮大学校 
国内連携 連携数（   ） 機関名 























































































































































































Kohei Tamura. Cultural Evolution and Geometric Morphometrics in Archaeology. PaleoAsia 




［図書］    
 
［その他］   
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(英文) Structure of dwelling space and neighborhood of urban area in Mongolia 
 









平成 28年 7月～平成 29年 2 月 








C.P.O.Box 1011, Elchingiin Gudamj 10, Ulaanbaatar 14210, Mongolia   
 
電話番号 +976-9989-5860 電話番号 電話番号 






























研究生 都市工学 分担者 
岡洋樹 東北大学東北アジア研究センター 





























研究会等の内容 研究会： 0 回 国内会議：１ 回 国際会議：０ 回 その他： ０ 回 
プログラム 日時： 2017 年 2 月 5 日(日) 13:00～17:00 
場所： 東北大学東北アジア研究センター 大会議室(436 室) 
趣意説明（研究代表者：滝口良） 





研究発表３ 松宮邑子 （明治大学） 
「ゲル地区の拡大と変容－空中写真を用いた分析からの考察－」 























































社会還元の有無 無  アピール点 
国際連携 連携数（ ２ ） 機関名 1. モンゴル国立科学技術大学 
     2. NGO”Ger Community Mapping Center” 



























































































































































































1. Hiroshi Yatsuo, A Proposal for The Improvement of the Detached Houses and Living Environment of 
the Ger Area, Ulaanbaatar, The 11th International Congress of Mongolists SUMMARIES OF 
CONGRESS PAPERS, pp.310-312, 2016 年 8 月 16 日 
2. 坂本剛・滝口良・井澗裕（2016 年 9 月）地域への愛着と社会関係資本が地域改善への意識に及ぼ
す影響：ウランバートル市ゲル地区再開発における行政の介入機能に注目して，日本社会心理学会
第 57 回大会，p.291. 
3. 佐藤憲行 从蒙古人的視点看張家口：以道光 5 年大沙畢丹津私吞磚茶案件為例，2016 年 8 月 18
日 “張家口・冬奥会与一帯一路国際学術研討会”（2016 年 08 月 16-18 日），張家口市威尼斯大酒
店 
 4. 佐藤憲行 従丹木諾爾沁地区来看的大庫倫的都市形成，2016 年 11 月 19 日内蒙古大学蒙古学研究
中心・内蒙古史学会連合挙辦“蒙古高原城鎮発展”全国学術研討会，内蒙古大学 
5. 八尾廣：モンゴル国ウランバートル市ゲル地区の住居及び住環境改善に関する提言（その 1）につ
いて, 日本建築学会大会（九州）学術講演梗概集, E-1 建築計画, pp.1075-1076, 2016 年 8 月 24 日 
6. Yuko MATSUMIYA, “Expansion of Ger areas in Ulaanbaatar”, The 11th International Congress of 
Mongolists, 16 August, Ulaanbaatar (SUMMARIES OF CONGRESS PAPERS pp.297-299). 
7. Yuko MATSUMIYA, “Transition of Ger Areas in Ulaanbaatar, with an analysis using aerial 
photography”, The 11th Japan-Korea-China Joint Conference on Geography, 12 September, 
Sapporo (Abstract Book pp.27). “Young Geographer Prize”. 
 
［雑誌論文］ 
1. Hiroshi Yatsuo, A Proposal for The Improvement of the Detached Houses and Living Environment of 
the Ger Area, Ulaanbaatar, "Mongolica", International Association for Mongol Studies（査読待ち） 
2. 佐藤憲行「張家口・冬奥会与一帯一路国際学術研討会(International Seminar on the Belt and Road 
Initiative and Winter Olympics in Zhangjiakou)」参加録」2016 年 12 月『News Letter』第 28 号，
近現代東北アジア地域史研究会，5-11 頁 




市定住に適応する遊牧の住文化に着目して『住総研研究論文集』（査読済み，2017 年 4 月発行予
定） 
5. 松宮邑子「ウランバートルにおけるゲル地区の生活」,明治大学大学院文学研究論集(45), 
pp.105-125.（2016 年 9 月 9 日） 
6. 松宮邑子「ウランバートル市におけるゲル地区居住者の居住経歴」,明治大学大学院文学研究論集
(46), pp.147-168. （2017 年 2 月 28 日発刊予定） 
7. 八尾廣：モンゴル国ウランバートル市「ゲル地区」における定住型住居及び住まい方の実態, 東京
工芸大学工学部紀要, Vol.39 No.1, pp.22-36 
8. Yuko MATSUMIYA「A Study on the Formation of Ger Areas in Ulaanbaatar」,MONGOLICA.（投稿
済み） 
9. Yuko MATSUMIYA「Expansion and Internal Changes of Ger Areas in Ulaanbaatar, Mongolia, with 
an Analysis Using Aerial Photography」,Geographical Review of Japan Series B .（査読済み,2017













1. 佐藤憲行：モンゴル国立歴史公文書館で史料調査（2016 年 11 月 1 日～16 日） 
2. ガンゾリグ ロブサンジャムツ: モンゴルの住宅政策の近現代史に関する研究―社会主義から資本
主義経済への移行に伴う住宅政策および関連法制度の変遷―，（調査，進行中） 
3. 八尾廣： 20 世紀以降のウランバートル市街地の地図，航空写真に関する調査（調査場所：モンゴ
ル国土地管理・測地・地図製作局，ウランバートル市マスタープラン局，モンゴル国立図書館）, 2016
年 8 月 6 日〜2016 年 8 月 14 日 
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2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 2月 28 日 




英文）Grammatical Categories of Mongolian, Japanese, and Chinese Languages. 
研究期間 2015（平成 27）年度 ～ 2016（平成 28）年度（2年間） 
研究領域  (D) 自然・文化遺産の保全と継承 


























合計             280,000 円 
研究会等の内容 











































































学際性の有無 [ 無 ] 参加した専門分野数：[   ] 分野名称[          ] 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 
社会還元性の有無 [ 無 ] [内容] 
 
国際連携 連携機関数：1 連携機関名：北京語言大学 特記事項：中国高水公派遣研
究員を受け入れた 
国内連携 連携機関数：0 連携機関名： 特記事項： 





































阿茹汗「蒙汉拟声词对比研究」『新疆职业大学学报』第 24卷第 1期（2016年 3月），43-48
页。 
阿茹汗「蒙汉拟态词对比研究」『民族翻译』2016年第 2期（总第 99期），69-75页。 
阿茹汗「蒙汉致使结构对比研究」『崔健语言对比研究（四）』待刊。 
 


























































2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 2月 28 日 




英文）Researches on biodiversity records in archaeological sites 
研究期間 2015（平成 27）年度 ～ 2017（平成 29）年度（3年間） 
研究領域 
 (D) 自然・文化遺産の保全と継承 
 
研究組織 氏名 所属・職名 専門分野 役割 
千葉聡 東北アジア研究センター 教授 生態学・遺伝学 生物学的研究、 
阿子島香 大学院・文学研究科 教授 考古学 考古学的研究 
Larisa Prozorova ロシア科学アカデミー極東支部 生態学 生物学的研究、 
    
    















合計                800,000 円 
研究会等の内容 





































































































学際性の有無 [ 有 ] 参加した専門分野数：[ 3 ] 分野名称[ 考古学、進化生物学、
保全生物学] 
文理連携性の有無 [ 有 ] 特筆事項 
社会還元性の有無 [ 有 ] [内容] 
環境省の次期レッドリストに反映される予定である 
- 220 -
国際連携 連携機関数： 1 連携機関名：ロシア科学アカ
デミー 
特記事項： 
国内連携 連携機関数：  連携機関名： 特記事項： 































Chiba, S. Recent challenges of biodiversity conservation: examples of native 
ecosystems on islands and suburban ecosystems on mainland in Japan 
3rd International symposium of Benthological Society of Asia, Vladivostok,  
August 25, 2016. Oral. 
Chiba S, Hirano T. & Saito T. Historical changes of freshwater molluskan 
fauna in Eastern Japan caused by anthropogenic activities. 3rd International symposium of 
Benthological Society of Asia, Vladivostok, Aug. 2016. Oral. 
Morii Y, Yokoyama J, Kawata M, Davison A, Chiba S. Introgressive hybridization between the 
morhologically divergent land snails Ainohelix and Ezohelix. The World Congress of Malacology 
(WCM), Penang, Malaysia, Jul 2016. Oral. 
［雑誌論文］ 
Morii, Y., Prozorova, L. & Chiba, S. (2016). Parallel evolution of passive and active defence 




2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 3月 3日 




英文）Study on the Community Formation in the Multi-Ethnic Northeast Asian Border 
Areas 
研究期間 2015（平成 25）年度 ～ 2018（平成 30）年度（4年間） 
研究領域  (C) 移民・物流・文化交流の動態 








































合計  4,700,000円 
研究会等の内容 












2016年 12月 17～18 日、北九州国際会議場 2F国際会議室 
セッション 3「中ロ関係のダイナミズム：便宜上の結婚か？新たな同盟か？」 
堀江典生（富山大学）”Contested Space in the Russian Far East: Land and Migration 
along the Russo-Chinese Borderlands” 
セッション４「地域に向き合う中国とロシア：移民、経済、文化」 
報告者： ナターリャ・ルィジョヴァ（極東連邦大学）”Incoherent State: Migration policy 
in Siberia and the Russian Far East.” 
- 222 -
イーゴリ・サヴェリエフ（名古屋大学）”Borderland, Homeland and Diasporic Space: 
Transnational Practices of Central Asian and Sakhalin Koreans.” 
































































































学際性の有無 [ 有 ] 参加した専門分野数：[ 2 ] 分野名称[経済学・歴史学] 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 




国際連携 連携機関数：  連携機関名： 特記事項： 













学内連携 連携機関数：  連携機関名： 特記事項： 


















Oka Hiroki. The Accomplice is my Acquaintance Cross Border Bonds of the Qing Era Mongolians Observed in 
the Thievery Cases in the Eighteenth Century. The 11th International Congress of Mongolists. August 15-18, 
2016, Ulaanbaatar, Mongolia. 
Oka Hiroki. Between Ally and Suppressor: The Manchu Rule over the Mongols in the Mongolian 
Historiography. “Around the Changbai mountains. A Seminar on the narratives of the ethnic groups in Northeast 
Asia”. Vladivostok, Far Eastern Federal University, 26-27 Sep. 2016. 
Ока Хироки. Чингийн үеийн Гадаад Монгол дахь төрийн тогтолцооны түүхэн ач холбогдол ── 
Чуулганаар сэдэвлэх нь ──. Олон улсын эрдэм шинжилгээний хурал “XVII зууны Монголчууд ба 
Дотоод Ази” 2016 оны 9 сарын 8. ШУА-ийн тэргүүлэгчдийн байр, 3-р давхар хурлын танхим. 
岡洋樹「大清国によるモンゴル統治のモンゴル史的文脈」島根県立大学北東アジア地域研究センター
第 1 回国際シンポジウム 2016「北東アジア：胚胎期の諸相」2016 年 11 月 19～20 日、島根大学北東ア
ジア研究センター、浜田 
堀江典生，Contested Space in the Russian Far East: Land and Migration along the Russo-Chinese Borderlands、
人間文化研究機構北東アジア地域研究推進事業北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター研拠点国
際シンポジウム "There Goes the Neighborhood: Increasing Tensions in Cooperative 
Northeast Asia”，2016 年 12 月 18 日，小倉：北九州国際会議場。 
堀江典生「ロシア労働市場の経済危機対応力」，北東アジア学会第 22 回学術研究大会第 3 セッション
C，2016 年 10 月 9 日，慶應義塾大学三田キャンパス。 
堀江典生，Economic and Societal Positionality Changes in the Russian Far East Borderlands，国際会議”The 
New Form of Advanced Economic Cooperation in Eurasia and Asia Pacific Region and its Implications for the 
Development of Russia’s Siberia and Far East”，2016 年 9 月 27 日，華東師範大学（上海市）（招
待講演。 
Igor Saveliev, Borderland, Homeland and Diasporic Space: Transnational Practices of Central Asian and 
Sakhalin Koreans , International Symposium “There Goes the Neighborhood: Increasing Tensions in 
Cooperative Northeast Asia” , 2016 年 12 月 17 日 . 
Igor Saveliev, Ethnic Korean Networks and Diasporian Spaces in the Post-Soviet Space , International 
Symposium "Diaspora and Transnationalism in East Asia" , Daegu, Kyungpook University、2016 年 11 月 18
日. 
サヴェリエフ・イゴリ「在カナダ日本人移民をめぐる日加外交交渉、1907－1908 年」、シンポジウム
「第三回蘭州大学日本語・日本文化研究会」蘭州市、蘭州大学、, 2016 年 9 月 24 日.サヴェリエフ・
イゴリ「 第一次世界大戦期におけるペトログラードへの日本赤十字社救護班の派遣 」アレクサンド
ル・ソルジェニーツィン名称在外ロシア人研究センター , モスクワ、2016 年 9 月 1 日 . 
サヴェリエフ・イゴリ「日本の対外政策におけるブリティッシュ・コロンビアへの日本人移民問題、
1898-1908 年 」、 国際学術大会「アジア・太平洋地域における諸民族のエスノ社会的接触の諸問題」 、




年 9月 8月。 
Тачибана Макото, “Вильсоны цаг үе ба Монголын хувь заяа: Үндэстний өөртөө засан тохинох зарчмын 




NO. 1007，pp. 2-15. 
堀江典生，Path-Dependency in Transition Economies: Searching for a New Agenda, Journal of Comparative 
Economic Studies, Vol. 11, pp. 5-9. 
サヴェリエフ・イゴリ「20 世紀初頭におけるサンクト・ペテルブルグとモスクワにおける日本人と露
都露日協会の活動」『異郷に生きる VI－来日ロシア人の足跡』、成文社、2016 年 9 月 30 日、117－130
頁. 
サヴェリエフ・イゴリ「日本対外政策におけるブリティッシュ・コロンビアへの日本人移民、1898-1908
年 」 『アジア太平洋地域の諸民族の社会・文化交流』、極東連邦大学出版会、2016年 12月 1日、25-37
頁（ロシア語）. 
広川佐保 「内モンゴルから見たハルハ・モンゴル－『ムグデニー・モンゴル・セトグール（奉天蒙
文報）』をもとに－」『昭和女子大学国際文化研究所紀要』第 22号、2015年、27-32頁  
広川佐保 「新刊紹介 ボヤント著『内モンゴルから見た中国現代史－ホルチン左翼後旗の「民族自
治」』集広社 2015年」『史学雑誌』第 125編第 10号、2016年 10月、109－110頁 
広川佐保 「新潟県の満洲移民関係史料－新潟大学付属図書館所蔵木村家文書」『近現代東北アジア地
域市研究会 News Letter』第 28号、2016年 12月、48－60頁 
 
［図書］    
 




2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提出 2017（平成 29）年 2 月 28 日 




英文）Potential of the new coal policy in China on mitigation of both air pollution and climate 
change 
研究期間 2014（平成 26）年度 ～ 2019（平成 31）年度（5 年間） 
研究領域  (B) 資源・エネルギーと国際関係  
研究組織 氏名 所属・職名 専門分野 役割 
明日香壽川 東北大学 教授 エネルギ−問題 総括 
盧向春 東北大学 教育研究支援者 エネルギ−問題 研究分担 
石井敦 東北大学 准教授 エネルギ−問題 研究分担 




















合計           300,000  円 
研究会等の内容 




































































































学際性の有無 [ 有・無 ] 参加した専門分野数：[3] 分野名称[環境経済・政策 大気環境科
学 国際政治] 
文理連携性の有無 [ 有・無 ] 特筆事項 





国際連携 連携機関数： 1 連携機関名：清華大学エネル
ギー環境経済研究所 
特記事項： 
国内連携 連携機関数： 1 連携機関名：地球環境研究戦
略機関 
特記事項： 
学内連携 連携機関数：  連携機関名： 特記事項： 


































体を事例として─」情報処理学会第 13 回ネットワーク生態学シンポジウム（千葉）、2016年 8 月 
2.岡本哲明、石井敦（2016）「論文引用ネットワーク分析の国際政治学への応用―臨界負荷量の認識共同
体を事例として─」数理社会学会第 62 回大会（石川）、2016年 8月 
3.岡本哲明、石井敦（2016）「論文引用ネットワーク分析の国際政治学への適用―臨界負荷量の認識共同
体を事例として─」科学社会学会第 5回年次大会（東京）、2016 年 10月 
4. Lu Xiangchun (2016)“Consumption and production of iron and steel of China under the impacts 
of climate change policy”, The Sixth Asian Seminar in Region Science, Sept.,25, 2016, Tohoku 
University, Sendai, Japan 
5. 盧向春（2016）「中国における気候変動政策が鉄鋼産業に与える影響について」環境経済・政策学会 2016
年大会, 2016年 9月 11日，青山学院大学，東京 
 
［雑誌論文］ 
1.Jusen ASUKA（2016）“Assessment of China’s Greenhouse Gas Emission Reduction Target for 2030: 
Possibility of Earlier Peaking”, The Journal of Contemporary China Studies, Vol.5/No.1, 2016, 
pp.57-68.  
2.Miyagiri H., Ishii. A.(2017) “Boundary object vs. Boundary work: The case of the Critical Loads 
approach in the context of Japanese transboundary air pollution diplomacy”(in review) 
3.Xiangchun Lu, Xinping Mao and Asuka Jusen (2016) “Impacts of climate change policy on iron and 
steel industry of China”, 東北大学東北アジア研究センター 東アジアにおける大気環境管理スキーム
の構築研究ユニット Working paper  





6.Jusen ASUKA(2016) Analysis of the Japan’s Intended Nationally Determined Contribution (INDC) 
, in Globalization of Low-Carbon Technologies and INDCs (in printing) 
7. 明日香壽川（2016）「日中韓環境破壊共同体をどう作らないか」『東アジア 和解への道――歴史問題






2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 2月 28 日 





英文）A Strategic Study on East Asian Transboundary Air Pollution Problem and 
Japan’s Environmental Diplomacy 
研究期間 2014（平成 26）年度 ～ 2016（平成 28）年度（3年間） 
研究領域 
 (B) 資源・エネルギーと国際関係 
［以上から最も近い領域を一つ選び、他を削除］ 
























合計 280,000 円 
研究会等の内容 

























































































学際性の有無 [ 無 ] 参加した専門分野数：[   ] 分野名称[          ] 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 
社会還元性の有無 [ 無 ] [内容] 
 
国際連携 連携機関数： 0 連携機関名： 特記事項： 
国内連携 連携機関数： 0 連携機関名： 特記事項： 

























題名  論文引用ネットワーク分析の国際政治学への応用 ―臨界負荷量の認識共同体を事例として─ 
学会名 情報処理学会第 13回ネットワーク生態学シンポジウム （千葉）2016年 8月 
 
発表者 岡本哲明、石井敦 
題名  論文引用ネットワーク分析の国際政治学への応用 ―臨界負荷量の認識共同体を事例として─ 
学会名 数理社会学会第 62回大会 （石川）2016年 8月 
 
発表者 岡本哲明、石井敦 
題名  論文引用ネットワーク分析の国際政治学への適用 ―臨界負荷量の認識共同体を事例として─ 




［図書］    
 


























































2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 1 月 15日 




英文）Research on the influence of religious practice on social diversity of local 
community after 3.11 
研究期間 2014（平成 26）  年度 ～ 2016（平成 28）  年度（3年間） 
研究領域 (A) 環境問題と自然災害  







何燕生 郡山女子大学・教授 宗教学  
佐島隆 大阪国際大学・教授 宗教学  
    















合計                3,050千円 
研究会等の内容 











１．国際会議 「自然災害・宗教・人文科学」2017年 11月 22日 （於 四川大学） 
挨拶 周治 （四川大学道教輿宗教文化研究所副所長） 
基調講演１．李剛(四川大学) 道教人文关怀精神之一瞥——以汉魏南北朝与道教相关的风俗 
      习惯为例 
基調講演２．木村敏明（東北大学） Bridging Religio-Fobia Society and Religions  
      ——The Role of Religious Studies in Modern Japan 
基調講演３．陈建明（四川大学）对中国教会参与汶川地震救灾及灾后重建活动的几点思考 
基調講演４．高倉浩樹（東北大学） Why intangible cultural heritage is necessary in  
     disaster recovery policy for the sufferers of Fukushima Nuclear Accident? 
発表１．  段玉明（四川大学） 理论与行动：面对灾难的宗教表现——以 5.12 汶川地 
      震中的佛教救助为例 
発表２．   Suhadi（ガジャマダ大学） The Function and Dysfunction of Religion  
       in The Natural Disaster Recovery in Indonesia 
発表３．  丁培仁（四川大学）道教中的灾难观 
発表４．  佐島隆（大阪国際大学）多文化社会トルコ共和国におけるマルマラ大震災後 
- 235 -
      の宗教の変容－被災地コジャエリ県における死者の弔い方 
発表５．  梁燕城（四川大学）与苦难者同在同行——基督教在中国转型期的应有贡献 
発表６．  稲澤努（尚絅大学）神社与祭礼的意义—以“3.11日本大地震”后的一个神社 
      为例 
発表７．  尹立(四川大学)  大災難中的生死與慈悲——四川 5.12地震後心理援助反省 
発表８．  何燕生（郡山女子大学） 震災死亡與佛教的作用：以四川和日本東北大地震 
      為例 
コメント  閔麗（四川大学） 
２．国際会議 Religion & Society in South Eastasia and Beyond  (State Islamic University 
Yogyakarta, Indonesia) 2017 年 6 月 22 日 
発表１．  Muhammad Ali （University of California） Indonesian Islam and Beyond 
















行ってきた。国際雑誌としては代表者の木村敏明が Journal of Religion in Japan 誌に被
災地東松島市の祭礼における二つの関連集落と地元自治体の間の関連を多様なエージェン
ト間の政治的ダイナミズムに注目しながら考察を行った論考、Revival of Local Festivals 






















































学際性の有無 [ 有 ] 参加した専門分野数：[５] 分野名称[宗教学・社会人類学・道教
学・イスラーム学・火山学 ] 
文理連携性の有無 [ 有 ] 特筆事項：災害と宗教に関する共同講義に火山学の専門家に参加し
ていただき、理系研究者から見た人文科学的な知の意義について講
義をしていただいた。 












国内連携 連携機関数： ３ 連携機関名：郡山女子大学、
大阪国際大学、尚絅学院大学 
特記事項： 
学内連携 連携機関数： １ 連携機関名：文学研究科 特記事項： 































木村敏明 Bridging Religio-Fobia Society and Religions ——The Role of Religious Studies in Modern Japan,
国際シンポジウム「自然災害・宗教・人文科学」2017年 11月 22日 （於 四川大学） 
高倉浩樹 Why intangible cultural heritage is necessary in disaster recovery policy for the sufferers 
of Fukushima Nuclear Accident? 国際シンポジウム「自然災害・宗教・人文科学」2017年 11月 22 日 （於 四
川大学） 
佐島隆 多文化社会トルコ共和国におけるマルマラ大震災後の宗教の変容－被災地コジャエリ県における死者
の弔い方、国際シンポジウム「自然災害・宗教・人文科学」2017年 11月 22日 （於 四川大学） 
何燕生 震災死亡與佛教的作用：以四川和日本東北大地震為例、国際シンポジウム「自然災害・宗教・人文科学」
2017 年 11月 22日 （於 四川大学） 
木村敏明 Kimura Toshiaki  (Tohoku University) Japanese religion after 3.11 and Beyond, 国際シンポジウム 
Religion & Society in Southeast Asia & Beyond, 2017 年 6 月 22 日（於 国立イスラーム大学・インドネシア） 
 
［雑誌論文］ 
Kimura Toshiaki, 2016, Revival of Local Festivals and Religion after the Great East Japan Earthquake, Journal 
of Religion in Japan Vol.5, pp. 227-245. 
［図書］    
なし 
［その他］   



































































2016（平成 28）年度 東北アジア研究センター共同研究報告書 
 
提 出 2017(平成 29)年 2月 28 日 




英文）Research Work of Traditional Mongolian Dictionaries 
研究期間 2014（平成 26）年度 ～ 2016（平成 28）年度（3年間） 
研究領域  (D) 自然・文化遺産の保全と継承 













松川節 大谷大学・教授 同上 文献整理 

















合計             900,000 円 
研究会等の内容 
















































































学際性の有無 [ 無 ] 参加した専門分野数：[   ] 分野名称[          ] 
文理連携性の有無 [ 無 ] 特筆事項 













学内連携 連携機関数：3 連携機関名： 特記事項： 













































































































栗林均編『伝統的モンゴル語辞書資料集』東北アジア研究センター、2015年 12月、B5判 352頁。 
































 （2015 ～ 2016 年度・栗林　均）
・PM2.5 を中心とした東アジアにおける越境大気汚染に対処するための外交戦略に関する研究
 （2014 ～ 2016 年度・石井　敦）
・東日本大震災被災地域における宗教活動と社会的多様性に関する調査研究
 （2014 ～ 2016 年度・木村敏明）
・伝統的モンゴル語辞書の研究
 （2014 ～ 2016 年度・栗林　均）
プロジェクト研究
・20世紀ロシア・中国史再考研究ユニット
 （2012 ～ 2016 年度・寺山恭輔）
・東北アジア言語文化遺産研究ユニット
 （2013 ～ 2016 年度・栗林　均）
・災害と地域文化遺産に関わる応用人文学研究ユニット














第 32回（2016 年 4月 25 日）胡格吉夫（フグジフ）客員教授（岡研究室）
 「私の民間文学研究」
第 33回（2016 年 5月 23 日）丁澤剛（客員准教授、佐藤研究室）・鄒立龍（助教）
 「Synthetic Aperture Radar Imaging in Beijing Institute of Technology.」
 「Environmental monitoring and disastermitigation by Synthetic Apertureradar.」
第 34 回（2016 年 6月 27 日）金丹（客員研究支援者）
 「東アジアにおける国際分業と環境負荷構造の変化」
第 35回（2016 年 7月 25 日）大石侑香（日本学術振興会特別研究員・高倉研究室）
 「魚を食べるトナカイ―冬期追集作業における魚の給餌とその技術継―」
第 36回（2016 年 9月 30 日）藤井真湖（客員研究支援者・岡研究室）
 「『元朝秘史』を英雄叙事詩研究を土台として構造研究する方法論とその課題」
第 37回（2016 年 10 月 31 日）マリコベッツ・ウラジミール（客員教授・辻森研究室）
 「シベリアのダイヤモンド鉱床とその探査」
第 38回（2016 年 11 月 28 日）平野尚浩（日本学術振興会特別研究員・千葉研究室）
 「東北アジア地域におけるタニシ科貝類の遺伝的分化」
第 39回（2016 年 12 月 26 日）シャグダルスレン・ツェベル（客員教授・栗林研究室）
 「Historical Survey of Mongolian scripts」
第 40 回（2016 年 1月 30 日）ニコ・ジョヴァンニ（客員教授・佐藤研究室）
 「How microwave remote sensing can provide usefulinformation about the changing earth 
environment and theeffects of human activities」
第 41 回（2016 年 2月 27 日）パプコフ・セルゲイ アンドレーヴィッチ（客員教授・寺山研究室）
 「現代ロシアにおけるスターリニズムの記憶と遺産」






























































リア支部（以下 SB RAS）との共同運営体制となった。SB RAS エキシビションセンター内に設置
された共同ラボには、ロシア人非常勤ス タッフが配属され、東北アジア研究センター海外連携室
および東北大学ロシア交流推進室と連携して機能している。なお、共同ラボと同じオフィス内に
東北大学ロシア代表事務所シベリア支部を開設するため、平成 22 年 9 月には東北大学井上明久総




Date: 10 February, 2017 (Fri.) 13:00-18:05
Place: Conference Room 436, Kawauchi Research Forum. Kawauchi Campus, Tohoku 
University. Center for Northeast Asian Studies.
－ 253 －
Opening remarks: (13:00 ～ 13:10)　OKA Hiroki (CNEAS.TU)
Lectures: (13:10 ～ 14:40)
① VOYTISHEK Elena (Prof. at Institute of Humanities, Novosibirsk State University) (13:10-
13:50) “Origins of incense burial ritual 埋香 in the culture of East Asia (China, Korea, Japan)”
② KIM Hyongjong 金 賢 貞 (Assistant Professor, CNEAS.TU) (14:00-14:40) “Displaying 
Negative Heritage in Contemporary South Korea: Change of Evaluation of Japanese Colonial 
Architecture and Negotiating Dissonance”
Presentations: (14:50 ～ 18:00)
① SHMAKOVA Anna (Ph.D., Institute of Humanities, Novosibirsk State University) (14:50-
15:10) “Incense burial ritual 埋 香 maehyang in the southern part of the Korean peninsula: 
problems of reconstruction”
② SHULGA Daniil (Researcher, Institute of Humanities, Novosibirsk State University) (15:10-
15:30) “Chinese study, history and archaeology“Nomadic studies in Russia and Japan: 
methods and history”
③ UMEKAWA Takahiro 梅 川 隆 寛 (Master’s student,Graduate School of Arts and Letters, 
Tohoku University) (15:30-15:50) “Stone tool production in the Last Glacial in the Kyushu 
island”
④ BORISOV Dmitry (Aspirant, Institute of Humanities, Novosibirsk State University) (15:50-
16:10) “Historical sources about Three kingdoms: shifting of reliability”
⑤ OTANI Toru 大谷亨 (Doctoral student, Graduate School of International Cultural Studies, 
Tohoku University) (16:20-16:40) “Re-examining the duality of the Wuchang Gui 無 常 鬼：
Images of the Wuchang Gui based on the illustrations of the Dian shi zhai Hua bao『点石斎画
報』”
⑥ RECHKALOVA Anastasia (Aspirant, Institute of Humanities, Novosibirsk State University) 
(16:40-17:00) “Modern Japanese heraldry: the problem of preservation and promotion”
⑦ WU Xiao-tong 武暁桐 (Doctoral Student, Graduate School of International Cultural Studies, 
Tohoku University) (17:00-17:20) “A study of the Chinese newspaper CHENBAO( 晨報 ) ---The 
background of the editors---“
⑧ ISHII Kaori 石井花織 (Master’s Student, Graduate School of Environmental Studies, Tohoku 
University) (17:20-17:40) “An Anthropological Study of Forest Management in Japan”
⑨ Anton Trushkin, (PhD student, Institute of Humanities, Novosibirsk State University) 
(17:40-18:00) “Chinese Resource Policy in Afghanistan”














●Waves of Change: Adaptation and Innovation among Japanese Fisheries Cooperative 
Members in the post-3.11era DELANEY, Alyne Elizabeth
[ 書評 ]
●荒武賢一朗編『世界とつなぐ 起点としての日本列島史』清文堂出版、2016 年 高槻泰郎
●小林延人 著『明治維新期の貨幣経済』東京大学出版会、2015 年 荒武賢一朗
･『東北アジア研究センター叢書』
61. 栗林均 編『オイラート文語三種統合辞典』（2017 年 2月 28 日）
60. 栗林均 編『東郷語詞彙』『新編東部裕固語詞彙』蒙古文語索引（2017 年 1月 31 日）
59. 栗林均 編『土族語・漢語統合辞典』（2016 年 12 月 28 日）
58. 風戸真理、尾崎孝宏、高倉浩樹 編『モンゴル牧畜社会をめぐるモノの生産・流通・消費』
 （2016 年 11 月 29 日）
･『東北アジア研究センター叢書』
23 号 岩本由輝・多田宏・佐藤大介・泉田邦彦・高倉浩樹 編『旧陸奥中村藩山中郷基本資料』
 （2016 年 12 月 20 日）
22 号 サンピルドンドヴ・チョローン、胡日査、アンドリアン・ボリソフ、岡洋樹 編『ユーラ
　　　シアの遊牧　歴史・文化・環境』（2016 年 12 月 14 日）




第 69号／ 2016 年 6月 24 日発行












第 70号／ 2016 年 9月 30 日発行












第 71号／ 2016 年 12 月 30 日発行






























英文ニューズレター『The Bulletin CNEAS vol.4』　2017 年 3月発行
　海外の東北アジア研究者および関連研究機関との交流を促進するため、年 1回発行している
英文ニューズレター『The Bulletin CNEAS』の第 4号を出版した。本研究センターの活動状況
や諸情報を採録した。特に、センターでの客員教授、客員研究員との連携を継続・発展させる
重要な目的がある。
・Focus: Islam’s Christmas tree (?) and Santa Claus (?) (Kenji Yanagida)
・Recent Events: International symposium to mark the 20th anniversary of the founding of 
the Center for Northeast Asian Studies, “Northeast Asia: A new paradigm for Area Studies” 
(Hiroki Oka)
・Recent Events: In Katahira Festival of Tohoku University, Center for Northeast Asian 
Studies presented “Northeast Asia Encounters and Discoveries” (Hiroki Oka)
・Recent Events: 120th Tohoku University Science Fair “Disaster Mitigation by Radio 
Waves: From land mine detection to reconstruction after the Great East Japan Earthquake” 
(Motoyuki Sato)
・Recent Events: Workshop led by the Research Unit for Applied Humanities on the Impact 
of Disasters on Local Cultural Heritage “Reviewing Humanities and Qualitative Social 
Sciences Projects after Earthquake Disasters, and Exploring the Role of Researchers” 
(Mutsumi Yamaguchi)
・Recent Events: The Russia - Japan Workshop 2016 at Kawakita Research Forum (Masachika 
Shiotani)
・Awards: Nagano Prefecture governor’s commendation of efforts related to the search for 
people missing after the eruption of Mount Ontake (to Kazunori Takahashi)
・Awards: Certificate of gratitude from the Fukushima Prefecture police department for 
efforts in searching for tsunami victims after the Great East Japan earthquake (to Motoyuki 
Sato)
・New Staffs and Visiting Scholars
・Publications
・Letters：Success in the second joint conference in Ulan Bator (Mongolia). (Adrian Borisov, 
Senior researcher, IHIPN SB RAS, Russia)
・Letters：A deep impression on my life in Japan. (Tamara Esenova, Professor and Doctor, 




東北アジア学術読本 6：佐藤源之 , 金田明大 , 高橋一徳 編著『地中レーダーを応用した遺跡探
査 : GPR の原理と利用』東北大学出版会（2016 年 3月）
･ 東北アジア研究専書
専書 15号：友田 昌宏 編著「東北の近代と自由民権―「白河以北」を越えて―」日本経済評論
社（2017 年 2月 5日）
専書 16号：櫻田 涼子、稲澤 努、三浦 哲也 編「食をめぐる人類学―飲食実践が紡ぐ社会関係」
昭和堂（2017 年 3月 30 日）
専書17号：麻田 雅文 編「ソ連と東アジアの国際政治 1919-1941」みすず書房（2017年2月17日）
専書 18号：高橋 陽一 編著「旅と交流にみる近世社会」清文堂出版株式会社（2017 年 3月 30 日）
専書 19号：寺山 恭輔 著「スターリンとモンゴル：1931-1946」みすず書房（2017 年 3月 27 日）
· 東北アジア学術交流懇話会ニューズレター『うしとら』















・会員の広場「北東アジアとの関係強化を」（NEASE-Net ( 北東アジア研究交流ネットワーク )
　幹事、国際アジア共同体学会理事長、名古屋市立大学 22世紀研究所特任教授 中川 十郎）


















































日時：2016 年 7月 25 日（月）18：00 ～ 19：30
場所：東北大学川内キャンパス川北合同研究棟 1階 101
報告 1：ボレー セバスチャン（東北大学災害科学国際研究所）





日時：2016 年 8月 3日（水）15：00 ～ 17：00























日時：2016 年 9月 15 日（水）18：30 ～ 21：00
－ 260－
会場：東京サイト 会議室 313 室
テーマ：中国における温室効果ガス排出取引制度の現状と課題















NEASE-Net 第 11 回フォーラム＆国際シンポジューム
激変する世界情勢と北東アジア戦略の再構築
















　第 1セッション：経済（12：50 ～ 14：25）






















日時：2016 年 11 月 25 日（水）14：00 ～ 17：00









日時：2016 年 12 月 3日（土）・4日（日）
会場：東北大学川内北キャンパス・マルチメディア教育研究棟 6Ｆ 大ホール




Session A: Contemporary context of the cultural perception and intervention to environment（環境
への認識と介入に関わる文化の今日的文脈）
◎ Chairman：TAKAKURA Hiroki（Center for Northeast Asian Studies Tohoku University）
◎ Reports：
  VITEBSKY Piers (University of Cambridge, UK.)
  － Movement and emotion among Eveny reindeer herders
  SHIMAMURA Ippei (The University of Shiga Prefecture, Japan) 
－ 262－
  － The dependent resistance on/against the mining development：A case study on Shamanic   
 　activities around a copper-gold mining site in Mongolia
  ZORBAS Konstantinos (Shandong University, China)
  － Supernatural sanctions, legal pluralism, and political procedure
  IIJIMA Shuji (Kyushu University, Japan)
  － Cultural perceptions and its re-embedded contexts from the toxic sea
13：30 ～ 17：30
Session B: Science for environmental cooperation in Northeast Asia: The case of international 




 白岩孝行 （北海道大学・低温科学研究所） 
  －北東アジアの越境環境問題解決に対するアプローチ：アムール・オホーツクコン    
  ソーシアムの構築と実践









4 December, 2016. Sun. ／ 12月 4日（日）
10：00 ～ 12：45 Session C: Energy and environment policy（エネルギーと環境政策）
◎ Chairman：ASUKA Jusen（Center for Northeast Asian Studies Tohoku University）
◎ Reports：
  ZHU Songli (Energy Research Institute of National Development and Reform Commission)
  － The development of coal industry in China and its impact on CO2 emission.
  LU Xuedu (Asian Development Bank, Philippines)
  Climate actions by Asian Development Bank
  KIM Jeongin (Chung-Ang University, Korea)
  Chinese emission trading system and establishing Northeast Asian carbon market
  PLOBERGER Christian (Chinese Economic Association, UK/Europe) 





日時：2016 年 12 月 4日（日） 14：00 ～ 16：30
会場：東北大学川内北キャンパス・マルチメディア教育研究棟 6Ｆ 大ホール
内容：
 14：00 ～ 14：05 開会の辞（センター長 岡洋樹）
 14：05 ～ 15：05 講演 1 講師：荻原眞子氏（千葉大学名誉教授）
  Message from hunters’ world: Human being in the nature
  狩猟民世界からのメッセージ - 自然界のなかの人間存在
 15：20 ～ 16：20 講演 2 講師：江守正多氏（国立環境研究所）
  Climate change and our future
  地球温暖化と私たちの未来
 16：20 ～ 16：30 閉会の辞（センター長 岡洋樹）
東北大学東北アジア研究センター
「東北アジア地域の環境・資源に関する研究連携ユニット」第 7回共催講演会
日時：2016 年 12 月 5日（水）10：00 ～ 12：30
会場：東京サイト 会議室 313 室
テーマ：中国の気候変動政策・国際交渉ポジション策定の実情
講演者：呂学都（アジア開発銀行 気候変動・炭素市場アドバイザー）







日時：2016 年 12 月 17 日（土）14:30 ～ 16:45
会場：北海道伊達市 だて歴史の杜 カルチャーセンター 2 階視聴覚室
講師： 鹿野秀一（東北大学東北アジア研究センター 基礎研究部門地域生態系研究分野 准教授）







日時：2016 年 12 月 23 日（金）14：30 ～ 17：30










日時：2017 年 2月 5日 ( 日 ) 13:00 ～ 17:00
場所：東北大学東北アジア研究センター 大会議室 (436 室 )
趣意説明（研究代表者：滝口良）

















THE RUSSIA JAPAN WORKSHOP 2017: ASIAN STUDIES AT NSU AND TU II
Date: 10 February, 2017 (Fri.) 13:00-18:05
Place: Conference Room 436, Kawauchi Research Forum. Kawauchi Campus, Tohoku University. 
Center for Northeast Asian Studies.
　◆ Opening remarks: (13:00 ～ 13:10) OKA Hiroki (CNEAS.TU)
　◆ Lectures: (13:10 ～ 14:40)
　① VOYTISHEK Elena (Prof. at Institute of Humanities, Novosibirsk State University) 　　　
　　　(13:10-13:50)
　　　“Origins of incense burial ritual 埋香 in the culture of East Asia (China, Korea, Japan)”
　② KIM Hyongjong 金賢貞 (Assistant Professor, CNEAS.TU) (14:00-14:40)
　　　Displaying Negative Heritage in Contemporary South Korea: Change of Evaluation of 　　
　　　Japanese Colonial Architecture and Negotiating Dissonance
－ 265 －
　◆ Presentations: (14:50 ～ 18:00)
　① SHMAKOVA Anna (Ph.D., Institute of Humanities, Novosibirsk State University) (14:50-
　　　15:10)
　　　“Incense burial ritual 埋香 maehyang in the southern part of the Korean peninsula: problems 
　　　　of reconstruction”
　② SHULGA Daniil (Researcher, Institute of Humanities, Novosibirsk State University) (15:10-
　　　15:30)
　　　Chinese study, history and archaeology“Nomadic studies in Russia and Japan: methods and 
　　　history”
　③ UMEKAWA Takahiro 梅川隆寛 (Master’s student,Graduate School of Arts and Letters, 　　
　　　Tohoku University) (15:30-15:50)
　　　“Stone tool production in the Last Glacial in the Kyushu island”
　④ BORISOV Dmitry (Aspirant, Institute of Humanities, Novosibirsk State University) (15:50-
　　　16:10)
　　　“Historical sources about Three kingdoms: shifting of reliability”
　⑤ OTANI Toru 大谷亨 (Doctoral student, Graduate School of International Cultural Studies, 
　　　Tohoku University)  (16:20-16:40)
　　　“Re-examining the duality of the Wuchang Gui 無常鬼：Images of the Wuchang Gui based 
　　　on the illustrations of the Dian shi zhai Hua bao『点石斎画報』”
　⑥ RECHKALOVA Anastasia (Aspirant, Institute of Humanities, Novosibirsk State University) 
　　　(16:40-17:00)
　　　“Modern Japanese heraldry: the problem of preservation and promotion”
　⑦ WU Xiao-tong 武暁桐 (Doctoral Student, Graduate School of International Cultural Studies, 
　　　Tohoku University) (17:00-17:20)
　　　“A study of the Chinese newspaper CHENBAO( 晨報 ) ---The background of the editors---”
　⑧ ISHII Kaori 石井花織 (Master’s Student, Graduate School of Environmental Studies, Tohoku 
　　　University) (17:20-17:40)
　　　“An Anthropological Study of Forest Management in Japan”
　⑨ Anton Trushkin, (PhD student, Institute of Humanities, Novosibirsk State University) (17:40-
　　　18:00)
　　　“Chinese Resource Policy in Afghanistan”
　◆ Closing Address: (18:00-18:05) VOYTISHEK Elena
東北アジア研究センターシンポジウム（上廣歴史資料学研究部門開設 5周年記念）
「歴史資料学と地域史研究」



















































日時：2016 年 2月 19 日 13:00 ～ 17:00
会場：東北アジア研究センター 436 号室
プログラム：芝山豊（清泉女学院大学教授）















МОНГОЛ, ЯПОНЫ БАЙГАЛИЙН ГАМШИГ БОЛОН НѲѲЦИЙН АШИГЛАЛТ
日時：2017 年 3月 9日（木）
会場：北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター大会議室
Opening Remarks: Hiroki Takakura (Professor of Tohoku University)
1
Herders' livelihood, education and natural resource use at the forest-steppe border of the Altay and 
Khangay mountains in Mongolia
Lhagvadorj Dorjburegedaa
　（Lecturer of Mongolian University of Life Sciences）
2
The effect of steppe fires on Mongolian herders and ways to reduce losses
Battur Soyollham
 (CEO & Researcher of Bagatumurch Co. Ltd.,)
3
Why intangible cultural heritage is necessary in disaster recovery policy?
Hiroki Takakura




東北アジア研究センター 2016 年度 研究成果報告会




◆ 10：40 ～ 12：10　個人研究発表
◆ 12：50 ～ 13：20　ポスターコアタイム
◆ 13：20 ～ 18：00　共同研究発表（途中休憩あり）
◆ 18：00 ～ 18：10　コメント、閉会挨拶
東北大学東北アジア研究センター
「東北アジア地域の環境・資源に関する研究連携ユニット」第 8回共催講演会
日時：2017 年 3月 30 日（木）15：00 ～ 17：30
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